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が、

受
講
の
生
徒
が
或
は
来
り
或
は
去
り、
一

時
三
十
名
に
逹
し
た
か
と
思
う
と、

二

五

一

月
足
ら
ず
し
て
僅
か
五
名
に
減
ず
る
な
ど、

宜
際

ま
ず
本
學
の
創
立
記
念
日
か
ら
箪
を
お
こ
す
こ
と
に
す
る
。

本

學
の

創

立

記

念
R

木

屋

町

療

病

院

時

代

明
治
九
年
(]
8
7
6)

五
月
廿
二
日
に
下
立
費
通
新
町
に
あ
っ
た
恨
中
學
校
内
に、

醤
學
豫
備
校
を
設
け
て
療
病
院
の
所
管
と
し
て
い
た

身
を
入
れ
て
證
學
を
修
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
明
治
十
二
年
四
月
十
六
日
に
中
學
校
内
の
證
學
豫
備
校
を
啜
し

て
療
病
院
内
に
醤
學
珠
備
校
と
修
學
年
限
四
カ
年
の
爵
學
校
を
設
け、

同
年
五
月
十
四
日
に
最
近
獨
逸
か
ら
か
え
っ
た
萩
原
三
圭
を
校
長

と
し
た。

即
ち
四
月
十
六
日
は
我
が
校
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、

こ
の
記
念
日
が
一

般
に
徹
底
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
て、

明
治
三
十
五
年
三
月
に
校
規
が
改
正
に
な
り、

卒
業
生
に
は

自
今
京
都
諮
學
得
業
士
の
稲
琥
を
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
、

こ
れ
を
機
會
に
創
立
詣
日
の
十
月
十
五
日
に
記
念
祝
賀
式
と
校
友
會

穏
會
を
開
い
た。

更
に
ま
た
明
治
四
十
一

年
の
十
一

月
六
日
に
は
學
校
創
立
三
十
周
年
の
記
念
式
典
を
華
々
し
く
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
時

木

歴

町

療

病

院

時

代

川

井

銀

之

助



島
村
校
長
の
式
絣
に
「
本
校
の
創
立
は
宜
に
明
治
十
二
年
に
し
て
云
々
」
と
述
ぺ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら、
三
十
周
年
は
無
論
明
治
十
二

年
か
ら
起
箕
し
た
も
の
で
あ
る。
し
て
み
る
と、
祝
典
は
常
然
四
月
十
六
日
に
畢
行
す
べ
き
筈
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず、
ど
う
し
て
卜
月
十

五
日
と
か、
十一
月
六
日
と
か
云
う
日
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か、
今
の
と
こ
ろ
全
く
分
ら
な
い。

と
こ
ろ
が、
そ
の
後
に
な
つ
て、
四
月
十
六
日
の
呉
意
を
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う。
明
治
四
十
五
年
の
四
月
十
六
日
に、
創
立
記
念
の

6

祝
賀
式
と
講
演
會
を
開
催
し
て
い
る。

要
す
る
に、
學
校
行
市
の
最
も
大
切
な
創
立
記
念
日
が、
か
よ
う
に
動
揺
し
た
繹
は、
次
に
述
ぺ
る
理
由
の
如
く、
考
證
甚
だ
不
確
四

で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く。
例
え
ば
大
正
十一
年
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
常
つ
て、
従
束
襲
用
し
て
束
た
四
月
十
六
日
は、
記
録

に
徽
し
て
も
こ
れ
を
記
念
日
と
す
る
根
撮
に
乏
し
い
と
云
う
異
論
が
不
用
意
に
殺
言
さ
れ
た
の
で
あ
る。

し
か
し、
か
よ
う
な
軽
卒
な
取
調
の
お
蔭
に
よ
っ
て、
本
學
の
創
立
は
療
病
院
（
時
に
ま
た
恨
療
病
院
と
も
云
わ
れ
て
い
た）
が、
三

し
よ
う
れ
く

い
ん

條
粟
田
口
の
青
蓮
院
ー
ー
祖
粟
田
宮
御
殿

ー
に
開
設
さ
れ
た
日
に
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
議
が
起
っ
た
事
は、
む
し
ろ

採
期
し
な
か
っ
た
大
き
な
牧
獲
で
あ
る。
そ
こ
で
開
院
式
の
あ
っ
た
明
治
五
年
(
1
8
7
2
)

十一
月
朔
日
を
将
来
の
創
立
記
念
日
に
定
め、

三
十
周
年
の
時
と
同
じ
く
そ
の
前
年
に
営
る
大
正
十
年
の
十一
月一
日
に
盛
大
な
五
十
周
年
祝
典
と
陸
格
祝
賀
式
と
を
畢
行
し
た
の
で
あ

る。
初
代
の
學
長
は
小
川
瑳
五
郎
教
授
で
あ
っ
た
が、
學
長
は
本
學
の
創
立
記
念
日、
云
い
換
え
る
な
ら
ば、
療
病
院
の
開
設
記
念
日
と

本
學
の
開
校
記
念
日
と
を
使
い
別
け
て
か、
大
正
十
二
年
の
四
月
十
六
日
に
本
學
の
開
學
式
宜
言
書
な
る
も
の
を
狭
表
し
て
い
る。

ま
た
六
十
周
年
の
記
念
式
典
は
陸
格
十
周
年
を
兼
ね
て
昭
和
六
年
十一
月一
日
に、
七
十
周
年
の
記
念
祝
賀
は
陸
格
二
十
周
年
と
共
に

昭
和
十
六
年
十一
月一
日
に
行
っ
て
い
る
か
ら、

京
都
府
立
蜀
科
大
ゲ
八
十
年
史

い
ず
れ
も
前
例
同
様
宜
際
よ
り
も一
年
早
く
行
っ
た
事
に
な
る。
そ
し
て
八
十
周
年
だ

二

六



＊
明

治

十
五

年
十
一

月
に
京
都
府
習
學
校、
明

治

三

十
六

年
六
月
に
京
都
府
立
賢
學
専

門學
校、

大

正
十

年
十
月
に
京
都
府
立
醤
科

大

學
と
な
る

さ
て 、
開
院
式
の
あ
っ
た
十一
月
朔
日
と
云
う
日
は 、
常
時
の
太
陰
唇
に
よ
る
日
取
り
で
あ
つ
て 、
明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
明
治
六

年一
月一
日
と
し
て
太
陽
暦
に
改
め
た
の
で
あ
る
か
ら 、

木
屋
町
療
病
院
時
代
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い
つ
ま
で
も 、
祖
暦
の
十一
月
朔
日
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新
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日
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廿
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行
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の
で
あ
る 。



っ
た
が、
療
病
院
の
創
設
と
共
に
こ
こ
の
談
員
を
も
兼
任
し、

務
氏
か
ら、
曾
祖
父
櫂
之
介
氏
の
日
記
で
あ
る
「
思
義
餡
日
記、

江馬描之介

念
日
と
す
る
こ
と
は、
誰
し
も
氣
づ
か
な
い
片
手
落
ち
で
あ
る。
い
つ
か
は、
紳
武
天
皇
祭
や
紀
元
節
を
制
定
し
た
時
の
よ
う
に、
明
治

五
年
に
太
陽
暦
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て、
祖
暦
の
十一
月
朔
日
を
新
暦
の
日
取
り
に
換
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

換
算
し
て
み
る
と、
丁
度
十
二
月一
日
に
常
る。
即
ち
そ
の
日
を
以
て
本
學
創
立
の
正
式
記
念
日
と
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
た
ま

た
ま、
今
回
八
十
周
年
記
念
祝
典
に
あ
た
り、
私
は
こ
う
し
た
惰
の
理
由
と
日
の
襲
更
を、
教
授
會
に
提
案
し
た
が、
従
来
の
慣
例
と
季

点
都
府
立
醤
朴
大
學
八
十
年
史

節
の
翡
係
か
ら、
未
だ
に
十一
月一
日
を
以
て
記
念
日
と
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る。

ま
る
で
頭
に
丁
脈
を
結
い、

に
思
え
る。

口
で
再
軍
備
を
論
じ
て
い
る
の
と
同
じ
矛
盾
が
あ
る
よ
う

さ
て、
今
回
八
十
年
史
編
鉦
に
あ
た
り、
我
々
は
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
調
究
を
行
う

こ
と
に
な
り、
私
は
洛
西
桂
に
住
居
さ
れ
て
い
る
風
俗
研
究
會
の
主
宰
者
で
あ
る
江
馬

一
名
ま
た
精
勤
堂
日

記」
を
拝
借
し
た
の
で
あ
る。
日
記
は
明
治
五
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
十
力
年
十
冊
か

ら
な
つ
て
い
る
が、
我
々
に
と
つ
て
興
味
深
い
も
の
は、
明
治
五
年
の
「
壬
申
日
記」
で
あ
る。
そ
こ
で、
こ
の一
冊
を
閲
閑
す
る
う
ち

に、
私
は
本
學
に
と
つ
て
前
代
未
聞
の
新
市
官
を、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
殺
見
し
た
の
で
あ
る。

そ
こ
で
ま
ず
順
序
と
し
て
描
之
介
氏
と
本
學、
綬
い
て
ま
た
江
馬
家
と
本
學
と
の
開
係
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る。

拙
之
介
氏
は
明
治
四
年
頃
か
ら
上
京
第
廿
九
謳
俺
屋
町

ー
今
の
三
條
郵
便
局
の
裏
過
に
あ
た
る

ー
に
あ
っ
た
種
痘
館
の
緊
員
で
あ

明
治
六
年
三
月
四
日
ま
で
勤
務
さ
れ
た
方
で
あ
る
（
癸
酉
日
記）。

ニ

八

祖
父



木

歴

lUJ

療

病

院

時

代

が
あ
り 、

同
時
に
ま
た
私
の
貨
や
重
か
つ
大
な
る
を
惚
え
る
の
で
あ
る
。

思義循（精勤堂）日記

ち
卓
ら
皮
閥
科
の
部
長
を
勤
め
た
方
で
あ
る
。

二

九

の
天
江
氏
も
緊
者
で
あ
り 、

か
つ
有
名
な
文
人
で
あ
る
。

ま
た
先
代
の
章
太
郎
氏
は
諮
學
専
門
學
校
の
数
鍮
で

、

初
め
は
耳
鼻
科
も 、

の

次
に
「
壬
申
日
記
」

を
通
吃
す
る
と 、

粟
田
口
の
療
病
院
に
招
聘
さ
れ
た
最
初
の
外
人
数
師
で
あ
る
ョ
ン
ケ
ル
が 、

明
治
五
年
九
月
七

日
に
入
京
し
て

、

木
屋
町
二
條
下
ル
旅
宿（
公
舎）
に
落
付
き 、

恐
ら
く
不
完
全
な
設
備
の
ま
ま

九
月
十
五
日
か
ら
旅
宿
か
又
は
そ
の
附
近
の
適
常
な
場
所
で
診
療
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

日

記
に
は 、

こ
れ
を
木
屋
町
療
病
院（
時
に
ま
た
瑕
療
病
院
と
も
甚
い
て
あ
る）
と
稲
し
て
い
る
。

さ
て
従
来
通
り
ト

一

月
朔
日
に 、

粟
旧
口
で
療
病
院
が
開
設
さ
れ
た
日
を
以
て
本
學
削
立
の

記
念
日
と
す
る
な
ら
ば 、

そ
れ
よ
り
も
遥
か
に
早
く
開
始
さ
れ
た
木
屋
町
療
病
院
の
九
月
十
五

日
を
以
て

、

本
學
の
創
立
記
念
日
に
改
む
ぺ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

幸
い
異
議
な
く
こ
の
事

が
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば 、

ま
ず
藷
唇
の
明
治
五
年
九
月
卜

五
日
を 、

新
唐
の
日
取
り
に
換
算
す

る
必
要
が
あ
る
。

丁
度
九
月
十
五
日
は
新
唇
の
十
月
十
七
日 、

即
ち
終
戦
前
ま
で
あ
っ
た
稗
袢

祭
営
日
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
は 、

記
念
す
べ
き
本
學
の
創
立
を
毎
年
十
月
十
七
日
に
改
む
べ
き
で
あ
る
市
を
更

に
力
説
せ
ん
が
た
め
に 、

私
の
受
持
つ
八
十
年
史
の
分
掬
を
木
堪
町
療
病
院
の
全
景
に
就
い
て
執
箪
す
る
こ
と
に
し
た 。

こ
れ
に
よ
っ
て 、

本
學
創
立
に
闘
す
る
未
知
の
事
宜
が
始
め
て
世
上
に
痰
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら 、

私
の
心
中
そ
ぞ
ろ
快
な
る
も
の



が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

点
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

療
病
院
の
建
設
と
外
人
教
師
の

招
聘

寺
島
従
四
位

藪
原
宗
則
⑲

外
務
大
輔

以
上

は

け

二
百
有
餘
年
の
俸
統
を
有
す
る
和
閾
緊
學
は、

明
治
初
年
に
至
つ
て
も
な
お
巾
を
き
か
し、

西
洋
整
方
と
問
え
ば
和
蘭
醤
學
と
答
え
る

程、

固
い
地
盤
の
上
に
微
動
だ
に
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
へ
謀
末
か
ら
新
興
醤
學
と
し
て
英
佛
米
諸
國
が、

各
地
に
そ
の
勢
力

を
扶
植
し、

殊
に
機
を
み
る
に
敏
な
る
英
國
は、

ひ
と
り
わ
が
舞
崇
を
行
く
が
如
く、

東
に
西
に
大
い
に
活
躍
し
た
の
で
あ
る。

か
よ
う
に、

不
安
定
の
明
治
維
新
を
背
景
に、

瀦
刺
と
し
て
登
場
し
た
英
國
醤
學
に
も、

遂
に
放
逐
の
悲
運
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
が

ら

レ＿
も
や
す

し
わ

さ

あ
っ
し

そ
れ
は
営
時
諮
學
取
調
御
用
掛
の
織
に
あ
っ
た
佐
賀
藩
醤
の
相
良
知
安、

輻
井
藩
醤
の
岩
佐
純
等
の
先
悦
者
達
ー
ー
共
に
東
京、

大
阪

雨
大
學
の
創
設
に
功
努
の
あ
っ
た
人'
_
ー
に
よ
っ
て、

新
興
日
本
の
現
在
及
び
将
来
を
通
じ
て、

醤
育、

諮
循
の
す
ぺ
て
に
範
を
と
る
ペ

き
國
は、

和
蘭
で
な
け
れ
ば
英
國
で
も
な
い
、

掲
り
渇
逸
そ
の
国
に
あ
り
と
痛
論
さ
れ、

彼
等
は
敢
然
立
つ
て
明
治
二
年、

時
の
新
政
府

に
違
言
し、

遂
に
大
隈
重
信、

副
島
種
臣
の
如
き
要
路
の
大
官
を
動
か
し
て、

そ
の
主
旨
を
貫
徹
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果、

明

治
三
年
二
月
十
五
日
に
は、

早
く
も
外
務
卿
澤
宣
嘉
と
凋
逸
公
使
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
(
rn
n
B
m
n
ut)
と
の
間
に
際
學
者
招
聘
の
交
渉

以
手
紙
致
啓
上
候
就
ハ

只
國
醤
師
雨
人
今
度
我
瞬
學
校
に
相
履
度
候
二
付
而
者
即
左
之
通
取
極
可
申
存
候
此
段
御
打
合
及
ビ
度
如
斯
御
座
候

明
治
三
年
午
二
月

゜



木

屋
町

療

病

院

時

代

フ
ォ
ン
プ
ラ
ン
ド
閣
下

一
、

獨
逸
國
瞥
者
二
人
三
年
之
間
大
日
本
政
府
二
而
相
麗
候
事

一
、

月
給
之
義
者
第
一

等
之
諮
者
ヘ
ハ
月
洋
銀
六
百
枚
第
二
等
之
馨
者
三
百
枚
可
相
彿
事

但
是
者
横
濱
上
陸
之
日
よ
り
日
本
勝
に
従
ひ
可
彿
事

一
、

霰
人
相
賞
之
住
宅
相
渡
可
申
候
事

但
食
事
其
外
召
仕
雇
人
は
自
分
に
而
相
梯
可
申
事

一
、

欧
人
往
復
之
旅
用
可
相
渡
則
日
本
に
渡
船
之
旅
費
と
し
て
此
節
洋
銀
壺
千
枚
宛
相
渡
追
而
邸
國
之
節
は
壺
千
枚
相
渡
可
申
事

一
、

本
國
出
立
支
度
入
用
と
し
て
第
一

等
に
洋
銀
壺
千
枚
第
二
等
に
六
百
枚
此
節
相
彿
可
申
噴

一
、

以
第
一

等
之
瞥
者
は
日
本
東
京
習
學
校
教
師
頭
取
た
る
ぺ
き
事

一
、

學
制
規
則
大
阪
大
博
士
に
申
談
し
別
営
調
印
之
上
施
行
可
致
事

澤

従
―――

位

清
原
宜
嘉
®

か
く
て
や
つ
て
来
た
の
が
陸
軍
々
緊
ド
ク
ト
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
(
Mi'i
ll
er)

と
海
軍
々
蒻
（
ベ
ル
ツ
の
「
日
記
」

に
は
輩
に
助
手
と
な
つ
て

一

方、

東
京
遷
都
に
よ
っ
て
千
年
の
古
都
は、

全
く
火
の
消
え
た
よ
う
な
銅
沈
ぶ
り
で
あ
っ
た
か
ら、

何
と
か
し
て
昔
の
繁
榮
を
取
戻

い
る）

ド
ク
ト
ル
・
ホ
フ
マ
ン
(
H
2f
m
a
n
n)
の
二
人
で
あ
る
。

獨
逸
北
部
聯
邦
公
使

外

務

卿 松
平
正
i

一
位

源

慶
永
®

大
學
別
鴬



せ
参
じ
た。
頭
と
腕
と
力
の
三
拍
子
を
備
え
た
三
人
が
揃
っ
た
の
で
あ
る
か
ら、
京
都
は
他
の
ど
こ
の
都
市
よ
り
も
速
か
に
菌
弊
を
打
破

そ
の
埃
殺
ボ
業
の
一
っ
に、
規
模
様
式
を
獣
風
に
と
り、
設
備
萬
端
を
完
備
し
た
大
病
院
の
建
設
が
あ
っ
た。

そ
う
し
た
計
嶽
は、
炭
應
冗
年
(

1

名）
に
津
藩
緊
新
宮
涼
閣、
新
宮
涼
民、
祉
府
緊
官
柏
原
學
介、
濡
陪
桂
文
郁、
湖
ガ
緊
明
石
博

し、
文
明
測
化
の
新
文
化
に
浴
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

ゃ
え
も
と
か
く

ま

し
よ
う
さ
か
9

あ
か

L

ひ
ろ
あ
合
ら

に
よ
っ
て
充
分
納
得
が
出
来
る
だ
ろ
う。
そ
し
て
そ
の
下
に
同
じ
思
想
を
有
す
る
府
顧
問
の
山
本
翌
馬
と、
府
少
隔
の
明
石
博
高
が
馳

京
都
府
知
ボ
研
村
正
直
殴

届

山
本
平
次
郎

谷

上
点
園
第
廿
四
組
清
水
町

信 篤

合
金
八
百
パ
拾
”
闘
0
壼
錢
八
厘
八
で

明
治
Ii
年
几
月
且
＝
日

（
中
略）

療
病
院
中
堂
脇
小
屋
硝
子
入
費
積
り
内

し
た
い
と
云
う
希
望
は、
京
都
政
府
の
要
路
に
い
た
役
人
ば
か
り
で
は
な
く、

京
都
市
民一
般
が、
ひ
と
し
く
所
有
す
る
心
中
に
外
な
ら

ま
キ
わ
ら
土
さ
な
お

な
か
っ
た。
こ
の
時
に
あ
た
つ
て、
京
都
政
府
の
要
人
に
参
事
棋
村
正
直
な
る
人
が
あ
っ
た。
こ
の
人
は
欧
化
思
想
急
進
派
の
頭
目
で
あ

と
ろ
し
よ
う

な
が
た
こ
の
ふ
ふ
つ

り、
府
政
の
府
樅
を
ひ
と
り
で
握
っ
た
ポ
ス
の
親
玉
で
も
あ
っ
た。
常
時
の
知
iI
は、
堂
上
出
身
の
渦
厚
な
長
谷
信
篤
で
あ
っ
た
か
ら、

世
浦
に
疎
い
町
人
共
の
中
に
は、
棋
村
を
知
市
だ
と
ば
か
り
合
謝
し
て
い
た
も
の
さ
え
い
た。
こ
こ
に
そ
の
一
例
を
示
す
と

点
都
府
立
醤
科
大
學
八
十
年
史



木

朕
町

療

射

院

時

代

で
あ
っ
た
。

ま
ず
京
都
府
か
ら
前
田
宛
に
左
の
依
頼
書
が
殺
せ
ら
れ
た
。

今
般
歯
府
工

踏
師
雇
入
困
學
ヲ
モ
為
致
教
授
度
別
紙
之
趣
ヲ
以
テ
右
雇
入
方
致
椅
頼
候
也

辛
未
十
二
月
十
五
日

そ
し
て
京
都
府
が
起
案
し、

油
田
出
仕
が
調
印
し
た
醤
師
招
聘
の
條
約
薯
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

前 田 利 匡

京

都

府

高
等
の
肯
年
閾
方
緊
（
常
時
明
石
は
二
十
七
歳
で
あ
っ
た）

が
、

隆
學
練
磨
の
関
謄
と
し
て
結
成
し
た
京
都
幣
學
研
究
會
が
主
と
な
っ

て
、

明
治
四
年
二
月
に
病
院
及
び
幣
學
校
建
設
を
府
に
封
し
て
建
議
し
た
事
に
端
を
殺
す
る
。

己
が
意
の
ま
ま
に
府
政
を
掌
握
し
て
い
た
槙
村
は、

直
ち
に
こ
の
事
業
に
賛
成
し、

率
先
し
て
い
ろ
い
ろ
の
援
助
と
便
法
を
輿
え
た
。

ま
ず
新
設
の
病
院
の
名
稲
を
聖
徳
太
子
が
千
餘
年
前
悲
田
院、

施
薬
院、

療
病
院
を
創
設
せ
ら
れ
た
故
事
に
な
ら
つ
て
「
京
都
療
病
院
」

と
し、

明
治
四
年
十
月
府
令
を
以
て
療
病
院
設
立
を
公
示
し、

翌
月
十
日
明
石
を
療
病

幻

院
掛
に
任
命
し、

創
立
事
務
所
を
河
原
町
二
條
上
ル

高
田
派
別
院
内
に
置
き、

建
設
基

金
の
應
募
を
一

般
府
民
の
浮
財
か
ら
求
め
る
と
同
時
に、

外
國
敦
師
を
や
は
り
獨
逸
か

ら
招
聘
す
る
こ
と
に
決
し、

十
二
月
末
に
は
そ
の
招
inPl
方
を
大
阪
在
の
獨
逸
人
商
會
に

依
嘱
す
る
に
至
っ
た
。

商
會
の
主
は
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン
(
Karl
Le
h
n
rn
n
n)

で
あ
り、

そ
の
交
渉
に
裳

サ
え

だ

と
し
エ
さ

し
よ
う
か

く

っ
た
日
本
人
は、

種
痘
餡
瞥
員
総
長
で
、

府
の
出
仕
と
な
っ
た
前
田
利
匡、

通
栂
松
閣
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史

哀
都
府
立
腎
科
大
學
八
十
年
史

一
、

寓
居
ハ
政
府
ヨ
リ
之
ヲ
給
ス
ベ
シ

但
満
限
二
至
ル
半
年
前
或
ハ＿―-
箇
月
前
二
必
ズ
更
二
雇
入
ル
、

ヤ
否
哉
ヲ
蹂
メ
可
及
談
判
若
三
ヶ
月
前

ニ
此
議二
及
ヨ
パ
ズ
等
閑
二
打
過
ル
時ハ
今一
箇
年ハ
必
ズ
延
期
ス
ト

定
ム

但
都
合
ニ
ョ
リ

時
ノ
相
場
二
従
ヒ
日
本
貨
幣
ヲ
以
テ
給
ス
ル
7
モ
ア
ル
ペ
シ

一
、

往
速
旅
費
ハ
六
百
元
宛
ヲ
渡
ス
ベ
シ

一
、

用
度
料
兼
途
中
給
ト
シ
テ
四
百
元
ヲ
渡
ス
ベ
シ

但
日
本
大
坂
消
ノ
日
ヨ
リ
本
給
ヲ
渡
ス
ペ
シ

一
、

日
本
ヱ
指
ノ
上
大
坂
ヨ
リ

迎へ
送
リ
雨
度
ノ
諸
費
ハ
政
府
コ
レ
ヲ
絣 ．ス

但
自
分
往
返
不
在
此
例

一
、

病
院ハ
従
来コ
レ
ナ
シ
教
師
賄
ヲ
待
チ
創
立
ス
ル
ナ
リ
故
二
教
師
来
附
ノ
上
地
理
ノ
検
査
等
ヲ
受
詣
分
寺

院
等ニ
テ
瑕
二
設
ケ
幣
要
二
闘
係
ス
ル
賭
件
ハ
渾
テ
教
師
ノ
意
見
ヲ
得
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス

但
本
病
院ハ
政
府
ノ
都
合
ニ
ョ
リ

教
師
卜

協
議
ノ
上
追
而
新
築
ス
ベ
キ
ナ
リ

一
、

給
料
ハ
月
ガ
百
元
迄

一
、

年
限
ハ
ニ
箇
年
ヲ
期
ト
ス
然
シ
不
得
止
パ
l―一
年
ヲ
期
ス

一
、

本
課
ノ
外
若
他
ノ
技
藝
ア
ル
人
ハ
時
ト
シ
テ
政
府
ノ
命
ア
ラ
パ
其
要
ヲ
モ
勤
ム
ペ
シ

一
、

英
學
ハ
必
ズ
之
ヲ
兼
ネ
且
蘭
ヲ
兼
ル
ハ
最
佳
ナ
リ

一
、

内
科
兼
外
科

但
學
科
全
備
ノ
人
ニ
テ
醤
學
ヲ
モ
教
授
ス
ペ
シ

條

約

書

四



こ
れ
に
射
す
る
束
答
書
（
繹
文）

は

以
上

ン

君

一
、

手
廻
日
用
必
需
ノ
治
療
器
械
便
利
ノ
品
見
繕
ヒ
凡
憤
千
元
迄
ノ
慮
為
政
府
買
求
持
参
ノ
段
依
頼
シ
候
要

一
、

旅
費
並
二

用
度
料
途
中
給
器
械
料
都
合
二
千
元
ヲ
為
替
金
依
頼
シ
候
ナ
リ

但
獨
乙
國
ニ
テ
結
約
調
印
ノ
日
ヨ
リ
百
元
二
付
月
壺
元
ノ
割
ヲ
以
テ
利
息
ヲ
政
府
ヨ
リ
彿
フ
ベ
シ

右
十
三
ケ
條
大
日
本
國
京
都
政
府
二

代
リ
営
日
結
約
調
印
致
候
也

明
治
四
辛
未
十
二
月
十
八
日

カ

ー

ル

レ

ー

マ

今
般
獨
乙
國
名
蒻
一

人
貴
府
工
御
雇
入
ノ
儀
前
田
利
匡
君
ヲ
以
テ
御
依
頼
二

相
成
謹
領
仕
候
就
テ
ハ

寸
時
モ
早
ク
本
國
工
申
逹ヽ
ン
精
密
探
討
ノ
上
御
指
圏
書

二

従
ヒ
蒻
師
雇
入
候
直
ヲ
約
諾
仕
候
謹
言

千
八
百
七
十
二
年
第
一

月
廿
七
日

木

屋
町

療

病

院

時

代

但
大
器
械
薬
品
等
ハ

教
師
瘤
ノ
上
追
テ
注
文
ス
ベ
シ

但
若
女
エ
ノ
教
ヲ
頼
ム
時
ハ

其
給
料
相
談
ノ
上
可
定
7

於

大
坂

但
家
財
食
料
等
ハ
政
府
ニ
テ
一

切
閥
係
無
之
7

一
、

可
然
人
オ
ニ
シ
テ
若
妻
帯
ノ
人
ア
ラ
バ
一

歴
可
ナ
ラ
ン
乍
然
別
段
政
府
ヨ
リ
其
諸
費
ハ
一

切
給
セ
ザ
ル
要

令

IJ
士
E
2

互

田

利

匡

⑲

京

都

府

出

仕



あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
一

八
六
一

年
に
産
科
學
會
會
員
と
な
り、

、i為‘・

遥心

.｝\•E(·1叫J
ヨンケルの蔵害印

緊
あ
が
り
の
人
で
あ
る
。

（
ま
he
u
be)

が
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
學
を
一

八
七
六
年
に

さ
て
レ
ー
マ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
商
社
の
手
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
獨
逸
の
名
諮
は
誰
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
前
述
し
た
ョ
ン
ケ

ル
そ
の
人
で
あ
る
。

ヨ
ン
ケ
ル
と
は
閾
語
詔
み
の
略
稲
で
、

本
名
を
J
u
n
k
m•

vo
n
La
n
ge
g
g

と
云
い
、

別
名
を
Fer
di
n
a
n
d

A
dal
bert

と
云
っ
た。

彼
の
蔵
書
印
に
F.
E.
 J
de
L

と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と、

彼
自
身
は

F.
E.

Jt1
n
ker
 de
 Ln
n
ge
g
g

と
名
乗
つ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
名
を
永
克
（
萬
郎
愛
格）

又
は
伊
傑
兒

（
何
れ
も
ヨ
ン
ケ
ル
と
閑
む）

と
稲
し
た
。

彼
は
獨
逸
生
れ
で
は
あ
る
が、

Street,
 
W.
 C.
 L
o
n
d
o
n.

で
あ
り、

の
ち
英
國
に
入
籍
し
た
海
軍
軍

一

八
六
一

年
（
文
久
元
年）

頃
の
住
所
は
J
u
n
ker,

F.
 E.,
 l\
L
 
D
.
,
 5ti•
Gro
wer
 

6
 

一

八
六
一

年
に
推
鷹
さ
れ
て
ロ
ン
ド
ン

産
科
學
會
の
背
通
會
貝
(
3r
di
n
a1·
y
f
e
ll
o
w)

と
な
つ
て

い
る
。

招
傭
常
時
彼
が
何
歳
で
あ
っ
た
か
は
何
も
わ
か
ら
な
い
が、

シ
ョ、
イ
ベ

卒
業
し、

ヴ

ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
(
W
u
n
derlie
h)

�
授
の
下
で
内
科
學
を
専
攻
し、

明
治
十
年
(
187
7)

八
月
粟
田
口
の
療
病
院
に
招
聘
さ

れ
た
時
が
僅
か
二
十
五
歳
の
青
年、

ま
た
ベ
ル
ツ
(
B
nelz)

が
シ
ョ
イ
ベ
と
同
じ
學
歴
を
ふ
ん
で、

明
治
九
年
六
月
束
京
緊
學
校
に
招
聘

れ
た
時
が
や
は
り
二
十
七
歳
の
背
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
市
か
ら
考
え
て、

ヨ
ン
ケ
ル
は
賂
者
に
な
つ
て
か
ら、

ま
ず
軍
隧
に
な
っ
た
の
で

全

梱

御

中

京

都

府

京
都
府
立
馨
科
大
學
八
十
年
史

一

八
六
七
年
（
炭
應――一
年）

頃
か
ら
一

八
七
二
年
（
明
治
五
年）

に
か
け

レ

ー

マ

ハ

ル

ト
マ

商

社

ンン
1、
一

1

/



岱
府
下
病
院
教
師
ト
シ
テ
屈
入
之
獨
乙
人
シ
ョ
ン
ケ
ル
辛加
坂
二

付
似
條
約
ヲ
以
入
京
之
免
肱
御
渡
方
被
下
度
段
過
日
及
御
掛
合叩ILL
候
慮
同
人
俄
生
國
獨
逸
ニ

テ
訴
時
英
國
入
箱
致
居
且
又
シ
ョ
ン
ケ
ル
ハ
全
ヨ
ン
ケ
ル
ト
咀
候
様
適
指
之
由
申
出
候
閻
則
其
趣
ヲ
以
別
紙
椴
條
約
取
結
候
二
付
早
速
入
求
相
成
候
様
御
取

計
被
下
度
此
段
及
御
依
頼
候
也

木

歴
町

療

病

院

時

代

翌
月
更
に

て

大

坂

府

御

中

壬
申
八
月

→

9、
7
.J;:
 

一

七 都

府

I)C
召ri
pti
o
n
of

 n
 ne,r
 :tJiJ
mrnt
w,

 for
 n
ll
mi
nis
tcri
n
g
 m
urotit•
V
a]-
2
号

及
び
1
号

弓e
of

 the
 t
rnc
he
nl
 ta
m
pon

に

田

闘
す
る
研
究
論
文
を

Me
di
gI

Ti
meR
 a
n
d
 Gazet
te

に
猪
表
し 、

日
本
へ
米
て
か
ら
も 、

相
賞
多
敷
の
路
學
に
闘
し
た
諸
文
献
を
各

方
面
か
ら
送
つ
て
来
て
い
る。

だ
か
ら
療
病
院
へ
雇
傭
さ
れ
た
時
分
は 、

可
成
り
年
を
と
つ
て
い
た
よ
う
に
想
倣
す
る 。

瑕
に
一

八
六
一

年
を
若
く
み
て、

シ
ョ

イ
ベ
と
同
じ
二
十
五
歳
と
し
て
も 、
そ
れ
か
ら
十
一

年
を
鰹
た
明
治
五
年
は
三
十
六
歳
と
な
る 。

彼
の
寓
慎
か
ら

み
た
年
齢
は 、

随
分
年
ふ
け
て
み
え
る
が
（
八
一

頁
参
照） 、

例
え
ば
シ
ョ

イ
ベ
の
寓
慎
を
み
て
も
（
一
六
七
頁
参
照）

ど
こ
に
二
十
五

、

六
歳
の
若
さ
が
あ
る
か
と
疑
う
程
で
あ
る
か
ら 、

常
時
の
外
人
の
寓
兵
は
年
齢
の
判
定
に
は
役
立
つ
も
の
で
な
い
。

さ
て、

こ
の
名
整
は
明
治
五
年
本
國
を
出
痰
し 、

同
年
八
月
廿
五
日
大
阪
に
焙
い
た 。

そ
こ
で
京
都
府
か
ら
大
阪
府
へ
申
移
し
て
曰
く

外
國
人
屈
入
之
袋
ハ

兼
テ
太
政
官
エ
相
伺
御
聞
届
相
成
候
袋
二

付
今
般
栴
府
根
病
院
院
學
為
教
師
杵
魯
西
人
シ
ョ
ン
ケ
ル
履
入
候
積
就
テ
ハ
差
向
入
京
為
致

度
候
間
是
迄
之
准
例
ヲ
以
テ
仮
條
約
取
結
ヒ
入
京
之
上
本
條
約
二
横
文
繹
で
i

等
相
添
外
務
省
エ
免
状
AI
申
読
條
宜
御
差
含
御
規
則
之
通
リ
御
取
計
保
免
瓶
御

渡
シ
被
下
度
此
段
及
御
掛
合
候
也



朝
八
字
ヨ
リ

夕
四
字
マ
デ

同

九

日

盪

土赤

， 肥澤

春立

耕哺

壬
申
九
月
五
日

眠
條
約
苔
略
之

,
9

 
’

 

99
 

•
量，

 

．

 

＂

 

事・
.“"

4999
 

ヽ
”
怜
H
占
r
i
k,
i
£
n
山
什

「

ぃ
1
1̂1
r
i
ft
1

九

月

八

日

夜

累
合
言

田新

中宮

歌涼

永閣

思義館日記
Ii.年九月八日の條

大

坂

府

御

中

京
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

雨
終
日
ヤ
マ
ズ

ぶ
る
Lゃ

昨
日
療
病
院
数
師
学
総
生
出
生
英
籍
ノ
人
内
科
外
科
治
療
醤
學
第一
等
dr .
ju
n
ker

vo
n
 la
ngegg

木
屋
町
二
條
下
十
九
番
路
次
行
営
リ
ヘ
到
消
二
相
成
リ

候
二
付
今
日
ヨ

リ
取
締
ノ
者
雨
人
ヅ
ツ
右
旅
宿
へ
蚕
夜
交
番
相
詰
候
趣
御
逹
二
付
至
急
御
通
逹
申
上
候
則

別
紙
番
割
入
御
梵
候
以
上

至
急
回
逹

タ
第
六
字
新
宮
涼
閣、

田
中
歌
氷
ヨ
リ

左
ノ
回
章
到
束
ス

‘,'叩

明
治
五
年
壬
申
九
月
八
日

つ
い
で
ヨ
ン
ケ
ル
が
湛
京
し
た 。

江
馬
日
記
に
よ
る
と 、

ヨ

ン

ケ

ル

の

着

京

京

都

府

一
八



木
屋
町

療
病
院
時
代

ま
ず
こ
う
云
う
次
第
で
、

各
匿
内
の
取
締
り
で
あ
る
相
常
年
格
好
の
緊
者
二
十
四
名
が`

二
人
宛
逍
夜
交
代
で
街
日
用
辮
し
た
の
で
あ

る
（
例
え
ば
江
馬
樅
之
介
は
営
時
六
十
八
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た）
。

か
よ
う
に
取
扱
の
大
袈
裟
な
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が、

但`
ゾ
夜
Fl
ス
コ
人
前
右
旅
宿
へ
借
リ
臆
候
直

同

十
四
日
丑

同

士
h
日
夜

司

十＿―-
日
苔

同

十
二
日
夜

同

十
二
日
杏

同

十
一
日
夜

同

十
一
日
渥

同

十

日

夜

同

十

日

屯

同

九

日

仮

^ ／
―

` ／一ヽ ／―` ／―

` ／ ／ ／ ／ ／ 

流横出楢百新上大猪隅杉川武太杉巾安吉江有

紐口林 々宮田村野野本越藤田本村原盆
馬

馬
描

→

建一涼玄逹宗宰隆正勇徳耕四順周之貞

吉郎民仲齋碩輔炉名庵柄哉郎堂助介三

こ
れ
に
も
培
し
て
入
京
の
次
第
は
も
つ
と
仰
々
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し

俊

介

ー

一
九



い
。

殊
に
営
時
は
癒
王
攘
夷
の
士
が
天
下
を
横
行
し、

内
外
人
に
劉
す
る
血
胆
い
事
件
が
綬
殺
し
た
の
で
、

倍
戒
と
設
術
は
最
も
厳
重
を

極
め
た
。

さ
て
ヨ
ン
ケ
ル
の
入
京
逍
中
に
つ
い
て
別
に
粛
い
た
も
の
は
な
い
が、

明
治
三
年
十
一

月
に
例
の
獨
逸
商
人
で
あ
る
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ

ン
の
弟
の
リ
ュ
ウ
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
(
R
u
do
lf
Le
h
ma
n
n)
 (
常
申
廿
九
歳）

を、

大
阪
か
ら
語
學
と
敷
學
の
教
師
と
し
て
京
都
府
が

麻
入
れ
た
時
の
入
京
の
次
第
と
そ
の
様
子
が
相
常
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

王
つ

だ

み
ち
ゅ
含

ま
ず
府
か
ら
大
参
事
松
田
道
之
が
大
阪
川
口
の
居
留
地
に
出
張
し
て
萬
端
の
世
話
を
や
い
て
い
る
。

十
一

月
五
日
兄
の
カ
ー
ル
・
レ
ー

マ
ン
も
同
道
す
る
事
と
な
り、

廃
七
ツ
時
（
午
前
四
時
頃）

川
蒸
氣
一

艘
を
買
切
り、

淀
河
を
遡
つ
て
十
二
時
に
伏
水
（
伏
見）

に
辛711、

牲
仕
度
等
も
船
中
で
涜
ま
し、

上
陸
後
直
ち
に
登
京、

道
中
は
馬
で
行
く
祖
り
で

あ
っ

た
が、

レ
ー
マ
ン

す
み
く
ら

め、

切
棒
引
戸
の
燦
籠
二
挺
に
分
乗
し、

相
営
多
数
の
特
衛
兵
が
付
添
い
、

河
原
町
二
條
の
角
倉
浪
江
屋
敷
|
ー．
一

之
船
入
の
北
地
ー
—

と
人
だ
い
さ
9

人

ま
で
行
列
し
た
。

知
市
公
よ
り
の
御
使
と
し
て
勧
業
の
播
大
喝
木
村
正
幹
が、

蔦
で
伏
水
ま
で
出
迎
え
て
案
内
役
を
つ
と
め
た。

そ
し
て

木
村、

菩
衛
兵、

駕
籠
等
は
五
日
朝
四
ツ
時
（
午
前
十
時
頃）

ま
で
に
伏
水
で
待
機
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
市
内
に
入
っ

て
、

外
國
人
見
物
の
た
め
に
混
維
し
て
は
不
閣
裁
で
あ
る
か
ら、

見
物
は
し
て
も
よ
い
が
後
か
ら
つ
い
て
来
な
い
よ
う
に
と
布
令
し、

道

筋
は
伏
水
本
海
道、

五
條、

五
條
寺
町、

三
條、

三
條
よ
り
東
に
入
り
河
原
町
角
倉
邸
の
順
で
あ
っ
た。

そ
し
て
入
京
す
れ
ば、

旅
宿
の

笞
固
と
し
て
三
名
の
人
が、

又
た
旅
宿
の
用
耕
と
し
て
熊
谷、

三
井
家
の
悴
共
六
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
府
宮
レ
ー
マ
ン
の
役
目
は、

京
都
府
中
學
校
の
語
學
と
数
學
の
教
師
で
あ
り、

月
給
は
一

カ
月
洋
銀
二
百
五
十
弗
（
日
本
金

貨
に
見
栢
る
と
二
百
六
十
回
と
な
る
。

こ
れ
か
ら
勘
定
す
る
と
弗
洋
銀
も
回
金
貨
も
殆
ん
ど
同
じ
贋
格
と
み
て
よ
い
）

で
あ
っ
た。

京
都
府
立
瞥
科
大
學
八
十
年
史

（
カ
ー
ル
か
）

の
病
氣
の
た

四
0



リ
ュ

ウ
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
に
較
ぺ
て
｀

の
で
あ
る
か
ら、

手
営
も
待
遇
も
共
に
彼
よ
り
厚
い
筈
で
あ
る
。

た
だ
レ
ー
マ
ン
に
比
較
し
て
、

二
年
後
の
出
来
事
で
あ
る
だ
け、

道
中

其
他
の
馬
鹿
瞭
ぎ
も
多
少
薄
ら
い
だ
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
も
の
の
、

そ
れ
で
も
仲
々
大
屠
な
事
で
あ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

や
は
り
灌
典
事
木
村
正
幹
が
京
都
府
か
ら
大
阪
へ
雇
入
れ
の
た
め
に
出
張
し、

カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン
が
附
添
つ
て
入
京
し
て
い
る
。

な
お
営
日
の
天
候
は、

朝
保、

十
時
頃
よ
り
雨
と
な
っ
た
の
で
、

接
待
や
附
添
の
方
々
の
氣
苦
努
こ
そ
察
す
る
に
餘
り
が
あ
る
。

さ
て
ヨ
ン
ケ
ル
の
官
舎
に
常
て
ら
れ
た
木
屋
町
二
條
下
ル
十
九
番
路
次
行
常
り
は、

現
在
の
地
域
に
常
て
は
め
て
、

ど
の
邊
で
あ
っ
た

か
を
知
り
た
い
た
め
に、

い
ろ
い
ろ
営
時
の
地
圏
を
物
色
し
た
け
れ
ど
も、

明
治
初
年
の
も
の
は
妙
に
見
つ
か
ら
な
い
。

何
も
彼
も
御
一

新
と
云
う
の
で
、

製
作
を
見
合
せ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。

詮
方
も
な
い
の
で
、

四
地
検
證
に
よ
る
こ
と
と
し、

昭
和
廿
九
年
一

月
四
日

の
夕
方、

降
り
し
き
る
雨
の
中
を
一

人
で
出
か
け
た
。

こ
う

し

づ
く
●

木
屋
町
を
御
池
上
っ
た
と
こ
ろ
の
、

と
或
る
格
子
造
の
商
家
に
入
っ
て
、

ま
ず
戦
季
中
の
町
内
會
長
の
家
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
が、

丁
度

そ
こ
が
中
山
憲
一

と
云
う
元
の
會
長
の
家
な
の
で
、

こ
ち
ら
の
問
に
封
し
て
非
常
に
親
切
に
應
封
し、

諸
方
面
に
使
を
走
ら
せ
て
、

到
頭

十
九
番
路
次
を
見
付
け
て
戴
い
た
。

果
て
は
雨
中
疎
開
地
と
な
つ
て
い
る
現
場
に
ま
で
連
れ
て
ゆ
か
れ
て
、

あ
れ
こ
れ
と
宜
地
に
つ
い
て

周
到
な
指
示
を
う
け
た
。

そ
れ
は
丁
度
御
池
橋
を
東
に
渡
っ
た
延
長
線
に
ほ
ゞ
一

致
す
る
。

し
か
し
解
決
の
主
は
中
山
家
よ
り
少
し
上
つ

た、

た
ば
こ
屋
の
田
中
す
え
と
申
す
七
十
三
歳
の
老
婆
で
あ
る
か
ら、

綬
い
て
そ
の
家
を
訪
問
し
た
。

自
分
と
し
て
は
相
営
覗
を
盛
し
て

尋
ね
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が、

物
の
尋
ね
方
が
悪
い
と
云
つ
て
叱
ら
れ
た
。

そ
の
代
り、

あ
れ
は
あ
あ
だ、

こ
れ
は
こ
う
だ
と、

ち
駄
目
を
押
し
て
敦
え
ら
れ、

む
し
ろ
親
み
深
く
承
っ
た
。

な
お
す
え
さ
ん
の
話
で
は
十
九
番
路
次
は
こ
の
邊
で
の
一

番
廣
い
立
派
な
路

木

屋

町

療

病

院

時

代

ヨ
ン
ケ
ル
は
年
齢、

學
識、

技
能
の
す
ぺ
て
が
高
く、

四

し
か
も
造
々
頂
逸
か
ら
呼
び
よ
せ
た

い
ち
い
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四

に
尋
ね
て
み
る
と、

そ
れ
は
町
内
地
圏
に
よ
る
か、

町
内
の
人
に
聞

琥
も
な
い
。

肝
心
の
路
次
に
番
琥
が
な
い
も
の
だ
か
ら、

係
員
の
方

番
琥
が
な
い
。

そ
し
て
後
者
の
も
の
に
は
路
次
も
な
け
れ
ば
無
論
番

木
町
の
各
番
地
を
明
記
し
て
い
る
が、

前
者
の
も
の
に
は
各
路
次
の

が
製
作
し
て
北
垣
知
事
宛
に
提
出
し
た
闘
面
か
ら、

第
舟
一

組
中
の

次
で
あ
っ
て
、

雨
側
に
植
込
み
ま
で
し
て
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

結

局
す
え
さ
ん
の
話
と
中
山
憲
一

氏
の
賀
地
指
尊
と
に
よ
っ
て
相
像
園

を
描
く
と、

上
の
よ
う
で
あ
る
。

几
帳
面
に
云
え
ば、

上
京
盛
木
屋

か
み
こ
り

き

町
通
二
條
下
ル
上
樵
木
町
十
九
番
地
路
次
行
常
り
で
あ
る
。

そ
の
後
念
の
た
め
に
、

こ
の
場
所
を
再
確
認
し
よ
う
と
思
い
、

昭

和
廿
九
年
五
月
十
七
日、

市
役
所
の
都
市
計
画
課
を
尋
ね
て
参
考
に

な
る
い
ろ
い
ろ
の
地
闘
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
内
か
ら
昭
和
四

げ
ん

年
に
製
作
さ
れ
た
原
閾
を
技
循
吏
員
の
齋
藤
慇
氏
が
三
年
も
か
か
つ

て
再
調
杏
さ
れ
た
と
云
う
精
密
な
も
の
と、

明
治
十
七
年
六
月
に
上

京
匿
第
舟
一

組
各
町
の
穂
代
（
上
樵
木
町
の
総
代
は
吉
川
専
之
助）

上
樵
木
町
の
も
の
と
を
選
ん
で
検
討
し
て
み
る
と、

雨
者
と
も
上
椛



こ
の
時
思
い
出
し
た
の
は、

あ
の
時
田
中
す
え
さ
ん
が
咲
々
も
注
意
さ
れ
た
話
で
あ
る
。

そ
れ
は、

え
る
の
で
あ
る
が、

昔
あ
っ
た
路
次
は
閑
分
こ
わ
さ
れ
て
家
が
建
っ
た
り、

軒
が
撰
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
か
ら、

今
残
っ
て
い
る
路
次

は
飛
び
／
＼
に
な
つ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

だ
か
ら、

を
見
営
て
る
繹
に
は
い
か
な
い
。

こ
う
な
つ
て
み
る
と、

や
は
り
す
え
さ
ん
が
数
え
て
く
れ
た
地
域
を
信
じ
る
よ
り
外
は
な
い
。

そ
れ
で
闊
面
に
あ
る
御
池
橋
を
眼
常
て
に、

そ
の
附
近
の
め
ぼ
し
い
路
次
を
物
色
し
て
み
る
と、

五
0
四
番
地
と
五
0
五
番
地
と
の
問

に
あ
る
も
の
が
そ
れ
に
匹
敵
す
る
。

そ
の
路
次
は
ち
ょ
う
ど
御
池
橋
を
東
に
渡
っ
た
筋
向
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら、

す
え
さ
ん
の
指
示

こ
そ
最
も
正
し
い
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

餘
談
で
は
あ
る
が、

私
は
す
え
さ
ん
か
ら
十
九
番
路
次
を
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る。

云
い
か
え
て
み
る
と、

私
は
す
え
さ
ん
に
よ
っ
て
木
屋
町
療
病
院
の

所
在
地
を
知
っ
た
の
で
あ
る。

て、

そ
の
地
を
求
め
て
い
た
時、

と
こ
ろ
が、

す
え
さ
ん
の
話
に
よ
る
と、

す
え
さ
ん
の
母
者
人
で
あ
る
と
く
さ
ん
は、

元
治
元
年
(

l

呂4)
ヒ
月
十
一
日
佐
久
間
象
山
の
遭
難
の
賓
地
を

目
繋
し
た
生
き
残
り
の
た
ゞ
一
人
で
あ
っ
て、

そ
れ
か
ら
六
十
何
年
か
を
純
た
昭
和
の
初
め
ご
ろ、

宵
柳
博
士
等
が
遭
難
地
に
記
念
碑
を
建
て
よ
う
と
思
っ

「
こ
4
だ」

と
云
つ
て
現
地
を
数
え
た
の
が
や
は
り
と
く
さ
ん
で
あ
る。

母
子
二
代
が
相
次
い
で
世
の
た
め
に
貴
重
な
左
證
を
輿
え
た
の
は、
い
か
に
も
奇
し
き
因
縁
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
す
え
さ
ん
の
話
に
よ
る
と、

そ
の
邊
一

謄
は
今
で
こ
そ
席
貸、

旅
館
が
多
い
け
れ
ど
も、

小
娘
時
代
に
は
木
材
や
薪
炭
屋
が
多
く
、

か
ん
ぎ
よ
＾
ぱ

洋
館
ら
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し、

明
治
五
年
に
は
療
病
院
と
勘
業
場
と
は
高
瀬
川
を
挟
ん
で
東
西
指
向
い
に
あ

い
た
方
が
よ
い
と
数
え
ら
れ
た
。

京
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

か
み

L
ヽ

こ
の
邊
の
路
次
は
上
か
ら
下
へ
敷

い
く
ら
藉
い
と
云
つ
て
昭
和
四
年
の
地
閾
で
路
次
を
勘
定
し
て
も、

十
九
番
路
次

四
四



第
五
條

第
四
條

第
三
條 但
食
料
家
具
奴
僕
等
ハ
一

切
同
君
ノ
自
費
ク
ル
ヘ
キ
事

一
、

同
君
雇
中
居
家
一

宇
貸
渡
シ
候
市

第
二
條

一
、

エ
フ
・
ヱ
・
ヨ
ン
ケ
ル
仕
ヲ
明
治
五
年
壬
申
八
月
廿
丘
日
ョ
リ
明
治
八
年
乙
亥
二
至

5·
行
嬰
咋
咋
立
孟
籠
四
ば
誌
蒻
□
釦

漏．
i

-

ケ
年
ノ
間
京
都
病
院
内

第
一

條

化
起
業
の
被
詳
地
で
あ
っ
た
と
も
云
え
る
。

し
ゅ
う
さ
人
は
34

を
1
み
含
よ
く

り、

そ
の
後
勤
業
場
の
門
前
近
く
に
集
産
場
が
建
ち、

勤
業
場
の
北
に
隣
接
し
て
緞
殿
が、

織
殿
の
東
北
に
合
密
局、

更
に
そ
の
北
隣
り

に
よ
こ
う

げ

に
化
學
校、

女
紅
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら、

明
治
初
年
ご
ろ、

時
の
人
に
は
珍
ら
し
い
西
洋
餡
が
緊
落
し、

こ
の
附
近
は
京
都
に
於

け
る
明
治
文
化
施
設
の
中
心
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
勘
業
場
の
南
東
御
池
通
を
隔
て
て
横
村
知
事
の
私
邸
と、

そ
の
西
に
山
本

覺
馬
の
家
と、

四
丁
南
の
蛸
薬
師
通
り
に
は
明
石
博
高
の
住
居
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら、

こ
の
附
近
は
ま
た
京
都
に
於
け
る
明
治
文

さ
て
ヨ
ン
ケ
ル
が
八
月
廿
五
日
に
大
阪
へ
上
陸
し、

京
都
府
と
の
間
に
取
結
ば
れ
た
條
約
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

科
兼
外
科
治
療
醤
師
ト
シ
テ
相
雇
候
事

一
、

同
君
満
期
雇
ヲ
止
ル
時
ハ
帥
程
旅
費
ト
シ
テ
金
貨
六
百
回
可
相
渡
候
市

＊

屋
町

療

病

院

時

代

四
五

一
、

同
君
給
料
ハ
大
坂
到
消
ノ
日
ヨ
リ
初
一

ケ
年
2-―
十
日
二
付
日
本
金
貨
四
百
五
十
岡
第
ニ
ケ
年
第
三
ケ
年
共
万
百
回
卜
定
メ
相
渡
ス
ヘ
キ
事



一
、

諸
規
則
及
ヒ
時
限
等
ハ
都
テ
長
官
ノ
指
令
ヲ
試
ケ
協
議
決
定
ス
ヘ
キ
市

一
、

諸
事
國
家
有
益
ノ
件
々
等
語
有
司
ヲ
以
テ
談
判
二
及
フ
時
ぐ
壷
力
補
助
ス
ヘ
キ
事

一
、

厨
中
一

切
商
女
ノ
筋
二

闘
係
不
致
事

一
、

雇
満
期
ノ
後
猶
引
紐
キ
雇
入
ル
、
卜

否
ト

ハ
i

-

i

ヶ
月
前
二

可
相
示
若
シ
誤
テ
是
ヲ
ホ
サ
サ
ル
時
ハ

此
條
約
通
ヲ
以
一

ケ
年
ノ
延
期
ス
ヘ
キ
市

一
、

雇
中
過
失
有
之
此
條
約
ノ
趣
意
ヲ
奉
セ
ス
シ
テ
其
職
ヲ
盈
サ
サ
ル
時
ハ

期
限
中
ク
リ
庄
履
ヲ
止
メ
其
R
ヨ
リ
給
料
ハ

勿
論
帥
程
旅
貨
卜

雖
モ
不
相
渡
候

右
之
條
約
相
守
可
申
為
後
證
調
印
為
取
替
候
者
也

明
治
五
年
壬
申
八
月
廿
五
日

ポ

第
十
條

第
九
條

一
、

休
業
ハ
毎
月
日
曜
日
タ
ル
ヘ
キ
事

第
八
條

第
七
條

第
六
條

京
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

京
都
府
七
等
出
仕

國

屯

IE

文

京
都
府
梱
参

事

馬

場

氏

就

京

都

府

今

事

栂

村

正

直

京

都

府

知

事

長

谷

信

篤

四
六



て
よ
い
。

西
洋
千
八
百
七
十
二
年
第
九
月
廿
七
日

右
之
通
相
違
無
之
二
付
證
ス

さ
て
こ
こ
で
興
味
の
あ
る
事
は、

四

七

ヨ
ン
ケ
ル
の
給
料
で
あ
る
。

初
め
カ
ー
ル
・
レ
ー
マ
ン
と
協
定
し
た
給
料
は
月
五
百
元
迄
で
あ
る
。

そ
し
て
都
合
に
よ
っ
て
は、

時
の
相
場
に
従
い、

日
本
金
貨
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
べ
し
と
云
う
の
で
あ
る
。

日
本
到
荊
後
の
條
約

で
は
初
め
一

カ
年
間
は
日
本
金
貨
四
百
五
十
園、

第
二
、

第
三
ヵ
年
は
共
に
五
百
園
で
あ
る
か
ら、

元
と
同
と
は
殆
ん
ど
同
じ
憤
格
と
み

こ
う
し
た
月
給
は、

明
治一一一
年
二
月
澤
外
務
卿
と
獨
逸
公
使
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
と
の
間
に
條
約
さ
れ
た
第一

等
諮
と
し
て
の
月
給
洋
銀
六
百
枚
（
凡
そ

六
百
元
に
相
営
す
る）

に
比
し
て
多
少
安
慣
に
見
積
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る。

6
7
 

昔
か
ら
物
憤
の
高
低
は、

大
抵
米
の
相
場
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
頃
の
米
一

升
の
贋
は
四
錢
八
厘
で
あ
っ
た
。

升
四
錢
八
厘
時
代
に
金
貨
五
百
回
の
月
給
を
貰
つ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら、

府
に
恐
ろ
し
い
高
値
で
あ
る
。

例
え
ば、

今
日
の
相
場
に
見

栢
る
と、

現
在
政
府
の
配
給
米
一

升
の
公
定
憤
格
は
本
年
（
昭
和
廿
九
年）

の
一

月
一

日
か
ら
騰
貴
し
て
百
十
園
と
な
り、

四
錢
八
厘
の

約
二
千
三
百
倍
と
な
る
か
ら、

月
々
金
貨
約
百
十
五
萬
園
の
月
給
を
貰
つ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

も
し
も
こ
の
金
額
を
猪
幣
ー
紙
幣
ー，
で

支
彿
う
な
ら
ば、

金
高
は
約
八
掛
け
上
廻
つ
て
凡
そ
二
百
萬
回
と
な
る
。

物
慣
の
安
か
っ
た
時
代
に
月
々
二
百
萬
回
の
牧
入
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
か
ら、

た
と
え
異
國
人
と
は
い
え、

毎
日
の
生
活
に
餘
程
の
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
す
る
。

そ
し
て
常
時
の
雨
替
店
は
寺

木

屋
町

療

病

院

時

代

以

上

ヱ
フ
・
ヱ
・
ヨ
ン
ケ
ル

手
記
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町
四
條
西
南
角
の
糸
店
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る。

明
治
初
年
に
於
け
る
梢
幣
の
金
貨
に
封
す
る
相
場
贋
格
は
は
つ
き
り
し
な
い
が、

そ
の
頃
二
歩
金
が
早
く
も
市
場
か
ら
姿
を
消
す
よ
う

に
な
り、

二
歩
金
の
一

百
雨
を
得
よ
う
と
す
る
に
は、

太
政
官
紙
幣
二
百
雨
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

そ
こ
で
政
府
は、

勉

め
て
厳
刑
を
以
て
威
嚇
し、

正
金
と
紙
幣
と
を
同
一

憤
格
な
ら
し
め
よ
う
と
努
力
し
た
け
れ
ど
も、

其
甲
斐
な
く、

刑
罰
を
以
て
し
て
も

闇
取
引
を
取
締
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た。

商
賣
の
間
に
一

種
の
謎
を
用
い
て
駈
引
し
た
好
例
と
し
て
次
の
如
き
も
の
が
あ
る。

手
形
を
以
て
啓
上
仕
候

な
れ
ば
合
性
も
宜
＜
候
間、

貰
受
け
度
き
御
方
も
御
座
候

お
正
様
は
正
金
で
あ
り、

十
八
は
正
金
十
に
封
す
る
紙
幣
の
十
八
を
云
う
の
で
あ
る。

こ
の
事
か
ら
私
は
紙
幣
の
金
貨
に
封
す
る
比
を

十
八
到
十、

即
ち
紙
幣
は
金
貨
の
五
十
六
％
に
営
る
も
の
と
し
て
計
算
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
明
治
時
代
の
御
雁
外
國
人
を
中
心
に、

我
國
に
来
朝
し
て
そ
の
時
代
の
文
化
狡
達
に
貢
猷
し
た
獣
米
人
の
登
録
は、

約
七
百
五
十

名
に
達
し
て
い
る。

主
と
し
て
明
治
時
代
に
束
朝
し
た
も
の
で
あ
る
が、

若
干
は
安
政
開
國
以
来
の
来
朝
者
（
宜
教
師）

も
牧
載
さ
れ
て

い
る。

だ
か
ら
維
新
政
府
は、

こ
う
し
た
多
数
の
外
國
数
師
に、

多
額
の
月
給
を
一

時
に
支
彿
わ
な
か
っ
た
に
し
て
も、

結
局
穂
数
と
し

て、

こ
屯
だ
け
の
者
に
月
給
を
支
彿
っ
た
の
で
あ
る
か
ら、

そ
の
総
額
は
莫
大
な
敷
字
に
上
り、

日
本
政
府
が
今
に
お
き
貧
乏
で
あ
る
の
‘

は、

こ
う
し
た
時
に
あ
ま
り
多
く
の
金
貨
を
外
國
に
流
出
し
た
か
ら
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る。

い
ま
重
久
篤
太
郎
氏
の
「
明
治
時
代
に
於
け
る
西
洋
人
の
文
化
事
業」
の
第
三
項
で
あ
る
官
厖
御
履
外
國
人
國
別
統
計
表
に
よ
つ
て
曲
線
を
つ
く
る
と、

次
の
様
で
あ
る。

如
何
に
や
御
相
談
仕
候

益
々
御
牡
健
珍
重
の
御
餞
に
御
座
候

陳
者
昨
日
は
参
上
仕
り、

其
節一
寸
御
息
女、

お
正
サ
マ
の
御
縁
談
の
裳、

年
齢
十
八
歳

御
勘
考
の
上
御
返
事
下
さ
る
可
く、

先
は
右
迄

草
々

叫
八
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十
輯、
四
0
頁、
昭
和
十
四
年
十
月
十
五
日）

固
九

(
Chnrles
 Bald
win)、
レ
オ

明
治
廿
七、
八
年
頃
か
ら
屑
入
人
員
が
減
じ
た
こ
と
は、
國
民
の
智
識
な
り
技
能
な
り
が

外
人
の
顧
問
を
要
し
な
い
ま
で
に
進
歩
し
た
こ
と
を
裂
害
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が、
明
治

初
年、
例
え
ば
明
治
七
年
に
五
ニ・
四
人
の
外
人
を
雇
入
れ、
こ
れ
に
支
彿
う
た
月
給
と
か
雑

給
が一
―
六、

三
一
元
と
な
っ
て
い
る。
明
治
八
年
度
は
五
二
七
人
で
あ
っ
て、
前
年
に

比
し
て
三
名
の
培
員
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず、
支
彿
う
た
給
料
が一
―
五、
二
八
八
元
に
減
じ

て
い
る。
更
に
明
治
九
年
か
ら
人
員
も
給
料
も
次
第
に
減
じ
て
き
た
こ
と
は、
明
か
に
不
景

氣
の
た
め
に
高
給
の
外
國
人
を
履
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か、
或
は
初
め
の
給
料

出
を
阻
止
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と
は
想
像
に
苦
し
く
は
な
い。

が
餘
り
に
高
過
ぎ
た
こ
と
を
知
つ
て
減
額
し
た
も
の
か、
と
に
か
く
政
府
は
金
貨
の
國
外
流

（
同
志
社
高
商
論
叢、
第
二

そ
れ
は
そ
う
と
し
て、
こ
こ
で
ヨ
ン
ケ
ル
の
月
給
五
百
回
を
営
時
在
京
の
外
國

数
師
の
そ
れ
に
比
較
し
て
み
る
と、

明
治
五
年
六
月
十
日
現
在
の
「
御
雇
入
外
國

人
表」
か
ら
重
立
っ
た
人
を
選
ぶ
と、
リ
ュ
ウ
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
(
Ru
d
o
lf

I

わh
mann)、

チ
ァ
ー
ル
ス
・
ポ
ー
ル
ト
ウ
ヰ
ン

ン
・
デ
ュ
リ
ー
（
尽on

Dury)、

同
人
妻
セ
オ
ン
セ
ヒ
ン
(J
2ephine)、
ポ

ル
ン
・
ビ
ー
・
イ
ー
パ
ン
ス
(
Ho
ご

mby
Evans)、

同
人
妻
エ
マ
リ
ー
(
E
mil
y)

の
六
名
が
あ
り、
月
給
は
男
子
で
洋
銀
百
五
十
弗
か
ら
二
百
五
十
弗、

婦
人
で
洋



四

望
に
耐
え
な
い
次
第
で
あ
る
。

銀
百
弗
で
あ
る
か
ら、

こ
れ
等
に
比
較
し
て
ヨ
ン
ケ
ル
は
格
別
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る。

序
に
云
う、

常
時
寮
病
院
緊
員
の
月

給
は
二
十
五
雨
で
あ
っ
た
。

明
治
初
年
の
一

雨
は
一

圃
同
等
に
取
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
「
京
都
府
立
療
病
院
第
一

次
年
報
」

の
六
十

二
頁
に
よ
る
と
、

明
治
五
年、

外
國
数
師
金
貨
四
百
五
十
園
人
員
一
、

常
直
整
二
十
五
回
人
員
六
、

薬
局
係
十
回
一
、

七
園
二
、

人
員
三

書
記
五
園
宛
人
員
四
と
な
つ
て
い
る。

二
十
五
回
の
月
給
は、

今
の
米
憤
に
換
笞
し
て
約
五
萬
八
千
園
の
月
給
と
な
る
か
ら、

丁
度
現
在

の
教
授
の
最
高
俸
に
匹
敵
す
る
。

そ
し
て
五
萬
八
千
岡
は
税
な
し
の
手
取
り
の
金
高
で
あ
る
と
思
う
だ
け、

現
在
我
々
に
と
つ
て
宜
に
文

療
病
院
掛
の

市
内
緊
家
へ
の
干
渉

こ
こ
で
話
は
急
に
逆
轄
す
る
が、

京
都
に
大
病
院
の
建
設
が
議
決
さ
れ
て
か
ら、

府
の
要
路
の
役
人
は、

市
内
の
刀
E
界
に
封
し
て
深

刻
な
る
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

療
病
院
創
立
事
務
所
は、

そ
の
後
河
原
町
二
條
高
田
派
別
院
か
ら
寺
町
大
雲
院
に、

次
で
ま
た
河
原
町

二
條
下
ル
勤
業
場
ー
ー
上
京
第
三
十
一

厘
一

ノ
船
入
町
で
今
の
京
都
ホ
テ
ル
の
地
ー
|
に
移
さ
れ
た
。

療
病
院
掛
の
明
石
博
高
は、

明
治
五
年
三
月
十
九
日
に、

明
廿
日
朝
第
九
字
勤
業
場
内
菌
掛
取
扱
番
に
ま
で
出
顕
こ
れ
有
る
ぺ
し
と`

府
中
取
締
二
十
五
人
の
瞥
師
に
通
知
し、

常
日
明
石
よ
り
左
の
口
逹
を
申
し
渡
さ
れ
、

謳
内
の
翌
者
一

統
に
こ
の
趣
申
し
達
す
ぺ
し
と
巾

し
付
け
た
。‘,’

 
3
 

御
口
逹
の
砕

一
、

療
病
院
起
立
諮
業
取
締
設
立
二
相
成
候
二
付
テ
ハ
賓
業
ノ
者
糾
々
學
術
研
究
可
致
頭

京
都
府
立
瞥
科
大
學
八
十
年
史

五

〇



木

辰
町

療

病

院
ば吋

代

か
ら
江
馬
宅
で
、

新
宮
等
を
初
め、

同
好
の
士
が
集
つ
て
、

一
、

西
洋
醤
方
ノ
袋
ハ
支
那
方
二
超
絶
イ
タ
シ
候
二
付
支
幣
ノ
者
西
洋
蒻
方
習
學
可
致
要

一
、

不
學
ノ
啓
輩
没
リ
ニ
峻
劇
ノ
療
法
ヲ
施
シ
誤
斃
有
之
候
テ
ハ
不
相
成
袋
二
付
其
法
ヲ
熟
知
罷
在
候
者
二
非
サ
レ
ハ
用
ル
事
不
相
成
様
取
締
可
致
返

一
、

薬
品
類
和
産
舶
来
ト
モ
限
造
偽
雑
不
少
候
二
付
於
摺
紐
篤
卜
薬
性
検
究
可
致
且
常
府
検
明
碑ぷ
ヲ
専
ラ
相
用
ヒ
候
様

一
、

町
組
ノ
内
ニ
テ
竪
業
不
届
踏
者
閤
ノ
業
相
替
候
者
可
有
之
哉
二
付
其
組
々
取
締
緊
ヨ
リ
取
胤
シ
可
致
要

五

こ
れ
を
閉
ん
で
照
い
た
の
は
漢
方
際
の
連
中
で
あ
る
。

支
那
流
は
ど
う
や
ら
暖
せ
ら
れ
る
様
子、

困
っ
た
事
に
て
候
と
騒
ぎ
出
し
た
の

で
、

療
病
院
掛
は、

そ
の
月
の
廿
八
日
に
各
橿
の
取
締
を
励
業
場
に
集
め、

決
し
て
支
那
流
を
曖
す
る
の
が
趣
旨
で
は
な
い
。

た
ゞ
支
那

流
の
者
が
西
洋
流
の
規
則
を
辮
え
ず
し
て
、

峻
劇
な
薬
品
を
用
い
て
誤
る
も
の
が
あ
る
由
甚
だ
宜
し
か
ら
ず、

よ
く
申
し
諭
さ
れ
度
し
と

申
し
渡
さ
れ
た
の
で
、

漢
方
諮
に
と
つ
て
こ
う
し
た
心
配
は
何
の
苦
も
な
く
解
消
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
六
月
二
日
に
「
検
査
薬
品
可
相
用
一

件
」

と
「
投
剌
印
章
可
相
用
一

件
」

と
の
御
逹
が
あ
り、

結
局
柴
店
の
諸
薬
に
検
査
渭
の

證
印
が
な
い
槃
は
相
用
い
て
は
な
ら
な
い
、

且
つ
病
家
へ
遣
す
栗
袋
に
長
さ
一

寸
二
分、

幅
八
分
の
大
さ
の
中
に
、

例
え
ば
「
下
京
第
十

三
厘
富
小
路
松
原
上
江
馬
拙
之
介
」

と
刻
ん
だ
證
印
を
押
す
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

績
い
て
や
っ
て
く
る
問
題
は、

緊
學
研
究
の
こ
と
で
あ
る
。

以
前
か
ら
そ
う
し
た
集
會
の
話
が
あ
り、

既
に
同
五
年
の
一

月
廿
日
の
朝

「
病
學
通
論
」

の
購
繹
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
第
十
三
歴
内
で
は

哭
者
の
學
業
研
究
の
事
に
付
て
、

四
月
七
日
の
夕

方
か
ら
江
馬
宅
で
相
談
し、

九
日
の
「
遺
訓
輪
講
」

に
は
匿
中
の
際
者
五
、

六
人
が

壬
申
三
月
廿
日

右
ノ
條
々
組
々
取
締
醤
ヨ
リ
啜
業
ノ
者
夫
々
へ

説
論
可
致
亜



右
の
通
り
取
極
め
た
か
ら、

心
得
違
い
の
な
い
様
に
と
の
注
意
が
あ
り、

十
日
に
は
又
た
も
や
諧
業
取
締
の
こ
と
に
就
て

（

告
）

明
九
日
ヨ
リ
来
ル
七
月
中
沿
中
二
付

朝
第
六
字
出
勤

朝
第
七
字
報
剋

第
十
二
字
報
剋
退
散

右
之
通
匿
中
賢
業
ノ
者
夫
々
研
究
修
學
罷
在
候
間
御
届
奉
申
上
候

と
云
う
問
合
せ
が
あ
り
こ
れ
を
書
類
に
し
て
呈
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

そ
の
後
會
閉
の
都
度、

勧
業
場
へ
い
ち
い
ち
届
出
る
よ
う
申
渡

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て

干
支
月
日

以
上

會
席
何
所

何
書

講
繹
力

六
月
八
日
に
馨
道
修
學
の
事
に
隅
し
て
月
番
か
ら
回
章
が
あ
り

始
め
て
出
席
し
て
い
る。

四
月
廿
四
日
に
「
逍
訓
會
閲
」

が
あ
り、

舟
日
に
匿
内
の
習
學
所
と
し
て、

悪
比
須
屋
町
唯
明
寺
を
借
受
け`

同
寺
で
五
月
二
日、

七
日、

十
六
日
に
「
酪
範
提
綱
」

を
會
屈
し、

九
日
に
は
松
岡
周
吉
が
始
め
て
「
舎
密
開
宗
」

を
閲
み、

二
十
一

日
に
第
十
二
謳
の
學
校
ー
—i
佛
光
寺
學
校
ー
ー
を
習
學
所
に
借
受
け、

五
月
廿
六
日
に
「
粧
瞼
泊
訓
」

を
最
初
か
ら
讀
ん
で
い
る
。

出
席

者
数
は
審
で
な
い
が、

茶
碗
三
十
と
土
瓶
急
須
と
を
揃
え
た
事
か
ら
考
え
て
、

凡
そ
の
人
員
を
想
定
す
る
事
が
出
来
る
。

そ
し
て、

こ
の

人
員
は
「
三
匿
内
の
諮
者
残
ら
ず
云
々
」

と
あ
る
こ
と
か
ら、

恐
ら
く
第
十
一

厘、

第
十
二
匿、

第
十
三
謳
内
に
住
ん
で
い
た
醤
者
の
穂

数
か
と
も
思
わ
れ
る。

そ
の
後
會
閉
は
長
い
間
緻
け
ら
れ、

時
に
は
「
カ
ン
ス
ク
ッ
ト
治
療
書
」

の
講
繹
と
か
「
レ
ベ
ル
ト
治
療
書
」

の

講
繹
等
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。輪

講
ヵ
何
日
夜
ヵ
登
力
第
何
字
二
始
メ
何
字
二
終
ル
講
師
或
會
頭
何
某
臼
謁
或
ハ
輪
講
人
員
穂
計
何
人

京
都
府
立
欝
科
大
學
八
十
年
史

何

條

某

印

収
締

何

條

某

印 王．



と
申
し
来
っ
た
。

療
病
院
の
計
画
が
愈
々

進
展
す
る
に
つ
れ
て
、

上
司
か
ら
の
申
達
は
益
々
煩
維
と
な
り、

且
つ
深
刻
さ
を
増
し
て
来
た
。

廿
九
日
に
は

七
月
朔
日
よ
り
勤
業
湯
へ

毎
日
諮
者
二
名
宛
出
勤
す
る
よ
う
療
病
院
掛
よ
り
お
達
し
が
あ
っ
た
。

こ
の
無
理
算
段
の
申
達
に
は
月
番
の
出
口
容
齋、

楢
林
建
吉
も
餘
程
困
っ
た
も
の
と
み
え、

之
候
間、

大
怜
中
乍
御
苦
労、

明
二
日
午
後
第
二
字
迄
に
室
町
夷
川
上
新
宮
涼
民
殿
宅
へ
御
集
會
被
下
候
様
御
頼
申
上
候
」

と
云
う
回
章

を
出
し
て
取
締
衆
を
集
め
、

相
談
の
結
果
月
番
の
楢
林、

出
口
雨
人
が
勤
業
場
詰
と
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
次
の
八
月
に
は
新
宮
涼
閣、

5
 

荒
木
氏
敬
が
、

九
月
に
は
新
宮
涼
閣、

荒
木
尚
一

が
営
番
と
な
っ
た
。

そ
う
こ
う
す
る
内
に
、

常
直
（
日
勤
と
も
云
い
、

笠
の
勤
務
を
云
う）

ま
た
は
宿
直
（
夜
直
と
も
云
い
、

夜
の
勤
務
を
云
う）

し
た
の
で

あ．
る
。

勤
務
に
つ
け

ば、

ヨ
ン
ケ
ル
に
携
帯
の
手
札
を
示
し、

錦
り
に
は
暇
乞
す
る
の
が
常
規
に
な
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

木

朕

町

療

病

院

時

代

木
尾
町
療
病
院
の

開
設

ヨ
ン
ケ
ル
は
九
月
七
日
に
入
京
し`

翌
八
日
か
ら
既
述
の
通
り
取
締
の
者
雨
人
ず
つ
が
、

新

宮

涼

民
殴

壬
申
六
月
十
日

此
條
各
へ

院
卜
御
逹
四
有
之
度
候
也

玉．

「
至
急
御
面
談
不
仕
候
て
は
不
相
叶
儀
有

ヨ
ン
ケ
ル
の
官
宅
で

療

病

院

掛

諮
業
取
締
ノ
向
常
役
所
へ

名
代
人
差
出
シ
夫
々
伺
届
可
致
義
有
之
候
甚
以
不
閲
裁
ノ
義
卜
存
候
以
来
無
曝
義
有
之
分
ハ
格
別
其
外
代
人
差
出
無
之
牒
致
度



こ
う
し
た
慣
例
は
明
治
二
年
ト
一
月、

和
歌
山
藩
か
元
獨
逸
の
歩
屯
小
隊
長
で
あ
っ
た
カ
ッ
ピ
ン
(
C
arl
I＾
さ
百
n)

を、

練
兵
僻
習
の
た
め
に
雇
入
れ

た
時
の
作
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て、

い
ま
そ
の
逹
t図
を
轄
載
す
る
と、

一
、

租
節
は
我
國
兵
制
の
本
に
候
間
言
動
相
倣
み
兵
士
と
不
相
押
様

一
、

公
私
共
出
門
之
節
は
常
に
右
衛
人
附
添
へ
候
筈
函
意
に
他
行
且
つ
人
家
へ
不
江
入
揉

一
、

日
曜
日
之
外
は
遊
歩
不
致
様

一
、

日
耀
日
た
り
共
遊
歩
之
筒
は
総
括
之
免
許
を
受
候
様

右
李
人
へ
心
得
さ
せ
候
様

一
、
一

蓋
夜
交
番
に
て
十
人
づ
A
相
詰
め
洋
人
他
行
之
節
々
五
人
は
跨
固
五
人
は
止
宿
所
打
衛
之
筈

1

、

洋
人
止
宿
所
へ
出
入
之
向
は
掛
り
役
人
た
り
と
も
総
括
之
鑑
札
持
滲
之
筈
に
候
間
無
鑑
札
之
者
は
一
切
出
入
不
為
致
候
採

一
、

公
私
と
も
洋
人
他
出
之
節
は
野
固
致
し
逍
路
之
行
人
等
無
作
法
無
之
様
且
洋
人
妄
に
人
家
へ
不
立
入
様
唸
に
制
止
可
致
事

右
哨
兵
へ
申
聞
候
様

こ
う
云
う
こ
と
が
前
例
と
な
つ
て、

各
所
と
も
に
廣
＜
履
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

次
で
九
月
十
二
日
療
病
院
掛
よ
り
上
下
京
取
蹄
中
へ
「
向
後
税
病
院
常
直
怒
師
申
付
候
辺
」

の
口
達
が
あ
り、

十
五
日
か
ら
裳
直
の
組

合
せ
が
焚
っ
た
が
、

別
に
人
目
に
異
動
が
あ
っ
た
繹
で
な
く
、

た
ゞ
今
回
改
め
て
御
役
所
式
に
常
直
哭
を
任
命
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し

て
早
速
そ
の
日
の
常
直
の
名
を
以
て
、

次
の
よ
う
な
回
席
が
順
達
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

愈
御
安
康
珍
重
奉
賀
候
然
レ
パ
日
曜
日
ヲ
除
ク
ノ
外
毎
日
第
九
字
ョ
リ
第
十
二
字
迄
ノ
内
木
屋
町
ニ
テ
敦
師
診
察
付
之
候
間
右
刻
限
二
病
谷
御
誘
引
御
頼‘‘、

一
、

他
習
掛
役
人
之
外
は
一

切
不
相
交
様

｛
ぶ
都
府
立
獨
科
大
田5
八
十
年
史

五

固



＊
朕
町
療
病
院
時
代

診
察
料
の
こ
と
な
ど
が
未
解
決
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て、
恐
ら
く
至
急
の
開
院 、
即
ち
上
司
の
命
令
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る 。

漸
く
開
院
後一
週
問
を
鰹
た
二
十一
日
に
な
っ
て
診
察
謝
袋
の
事
が
決
定
し
た 。

療
病
院
歯
聞
か
ら
至
急
の
回
帝
に

以
回
章
得
只
意
候
陳ハ
数
師
診
察＇乙
袋
左
件
相
定
リ
候
間
艇
中
肉
師
中へ
為
心
得
御
通
逹
AJ
被
F

候

一 、
日
曜
日
休
館
之
要

診
察
謝
俄
左
ノ
通
リ

一 、
金一
回

但
診
察
l―一
度ヲ
以
テ
限
リ
ト
ス

一 、
金
i

-

同
但
往
診
毎
度
往
診
察
ノ
時
日ハ
数
師
ノ
存
寄
次
第
ノ
亜

一 、
診
察
請
度
者
2庶
朝
第
十
字
（
ヨ
リ）

11,
、

す

＂

ばー |
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9

,

、
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卯
ち、
入
京
後
僅
か
十
日
も
た
ト
な
い
十
五
日
か
ら
ヨ
ン
ケ
ル
の
宿
令
か、

條
記
の日

日
‘

餡
卜贔

思
年
で
愈
々
診
療
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。
そ
れ
は一
般
世
間
か
ら
の
要
望
に
よ

る
も
の
で
あ
る
か、
或
は
療
病
院
掛
か
ら
の
指
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が、

九
月
十
五
日

候
致
度
候
以
上

以
上

田
ゴi

ゴi
中

或
は
そ
の
近
所

歌
榮

新
宮

涼
閣



京
郁
府
立
瞥
科
大
學
八
十
年
史

九
月
二
十
一
日

何
れ
に
も
せ
よ
、

木
屋
町
療
病
院
は
九
月
十
五
日
に
布
告
し
て
診
療
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
か
ら、

こ
の
日
を
以
て
療
病
院
創
設
の
記

念
日
と
す
る
に
何
等
異
論
の
あ
ろ
う
筈
は
な
い
。

云
う
迄
も
な
く
、

本
學
の
胚
胎
は
療
病
院
を
母
謄
と
し
た
も
の
で
あ
り、

療
病
院
の
稜

展
に
よ
っ
て
緊
育
機
闘
の
疲
展
を
み
た
の
で
あ
る
か
ら、

本
學
創
立
の
記
念
日
は
、

即
ち
療
病
院
測
設
の
記
念
日
に
準
ず
ぺ

き
で
あ
る
。

今
以
て
粟
田
口
療
病
院
創
設
の
日
を
以
て
、

本
學
創
立
の
記
念
日
と
す
る
理
山
も
こ
A
に
あ
る
。

明
治
十
三
年
七
月
十
八
日、

廣
小
路
療
病
院
の
竣
工
祝
賀
式
に
明
石
博
高
が
訊
ん
だ
祝
僻
の
う
ち
に
「
獨
逸
國
ノ
碩
學
伊
傑
兒
ヲ
聘`
ン
教
師
ト
シ
明
治
下

年
八
月
東
山
粟
田
ノ
租
官
第
ヲ
以
テ
似
院
ヲ
閲
キ
隕
束
衆
病
ヲ
諮`
ゾ
云
々
」

と
あ
る
も、

そ
の
窃
時
ヨ
ン
ケ
ル
は
未
だ
日
本
に
来
て
お
ら
ず、

ま
た
粟
田
口

の
咲
病
院
も
出
来
上
つ
て
お
ら
な
い
。

す
べ
て
は
彼
の
肝
煎
り
で
こ
4
ま
で
殺
展
し
た
の
で
あ
る
か
ら、

彼
自
身
に
こ
う
し
た
問
違
が
起
り
そ
う
に
も
な
い

筈
で
あ
る。

し
か
し、

今
日
と
な
つ
て
み
れ
ば
、

粟
田
口
療
病
院
を
二
代
と
す
る
初
代
の
療
病
院
の
存
在
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
か
ら、

最
早
や
粟

田
口
療
病
院
開
設
の
記
念
日
を
以
て
、

本
學
創
立
の
記
念
日
に
適
用
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、

粟
田
口
よ
り
も
更
に
古
い

木
屋
町
療
病
院
の
創
設
の
日
を
以
て
、

本
學
創
立
の
記
念
日
と
な
す
ぺ

き
で
あ
る
。

そ
の
日
は
明
治
五
年
の
九
月
十
五
日
で
あ
り、

を
太
陽
唇
に
換
尊
し
た
十
月
十
七
日
を
年
々
の
記
念
日
に
適
用
す
べ

き
で
あ
る
。

既
に
ま
た、

木
屋
町
療
病
院
が
ど
う
云
う
種
類
の
學
t
外
分
ら
な
い
け
れ
ど
も、

整
學
に
志
す
學
徒
を
養
成
し
た
事
を
こ
4
に
追
加
し

右
ノ
通
リ

←.
t
 

・
月 新

宮 五

六

こ
れ



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

療
病
院
回
章

以
回
帖
得
貴
意
候
然
レ
ハ
今
八
日
療
病
院
御
掛
リ
ヨ
リ
御
逹
之
趣

治
療
向
不
行
届
無
之
様
取
締
可
申

五

七

療
病
院
為
御
用
絣
取
締
中
ヨ
リ
総
代
日
勤
申
出
候
二
付
荒
木

公
学
生
ノ
筋
取
締
可
申
就
テ
ハ
入
學
願
出
候
者
ハ

取
締
ヨ
リ
必
ス
荒
木
へ

相
逹
可
申
候
新
宮
ハ

一
、

種
痘
館
諮
員
モ
出
頭
致
候
様
申
付
候
間
祁
直
之
手
偉
為
致
可
申
旨
二
御
座
候

一
、

今
日
相
談
ニ
ハ

営
直
日
々
出
勤
致
シ
候
俄
二
付
月
番
ハ
無
之
候
テ
モ
｛
且
敷
候
間
回
逹
筋
ハ

鴬
直
ノ
者
承
リ
夫
々
所
置
可
致
候
様
決
義
候
間
此
段
為
御
心

と
に
か
く
、

或
程
度
の
賢
育
機
闘
と
學
生
の
牧
容
が
あ
り、

そ
の
監
督
に
荒
木
氏
敬
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

荒
木
は
新
宮
と
共
に
取

一

方
ま
た、

種
痘
餡
の
檄
員
も
療
病
院
に
出
勤
し
て
営
直
の
手
助
け
を
す
る
事
に

な
つ
て
い
た
。

そ
れ
は
先
月
二
十
九
日
に
も、

明
石
か
ら
種
痘
餡
へ
、

取
締
（
常
腹
の
意
か
）

で
な
い
も
の
は
残
ら
ず
療
病
院
に
出
勤
す

ぺ
し
と
云
う
命
令
が
、

小
石、

高
岡
を
通
じ
て
焚
せ
ら
れ
（
明
治
五
年
十
一

月
十
二
日
か
ら
種
痘
餡
並
に

諮
員
は
療
病
院
の
所
轄
と
な

る
）、

又
別
に
前
田
に
は、

折
々
出
勤
し
て
諮
者
な
ど
の
規
則
を
立
案
す
る
よ
う
申
付
け
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
不
完
備
な
仮
療
病
院
に
も、

諮
學
敦
育
の
一

端
が
既
に
開
か
れ
て
い
た
事
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

木

総
町

療

病

院

時

代

締
中
か
ら
日
勤
の
穂
代
と
し
て
選
ば
れ
た
人
で
あ
る
。

十
月
八
日

得
申
出
候

以
上

新

宮

涼

閣

荒

木

氏

敬



十
月
七
日

晴

睛

ル
の
往
診
が
あ
る。

さ
て、

こ
4
で
開
院
中
に
起
っ
た
主
な
出
来
事
の
二
、

三
を
「
壬
申
日
記
」

か
ら
摘
録
す
る
と、

第一
に
有
名
な
話
と
し
て、

九
月
二
十
九
日

数
師
今
早
朝
出
立
伊
勢
庄
野
へ

往
ク
何
國
ノ
「
コ
ン
シ
ュ
ル
」

力
東
京
へ

参
リ
ガ
ケ
庄
野
ニ
テ
殺
病
イ
ク
シ
頼、ヽ
ヽ
来
リ
候
テ
参
リ
ク
ル
ナ
リ
」

舎
密
局
ヨ
リ

裳
直
呼
ビ
ニ

束
ル

早
速
出
テ
候
慮
教
師
留
守
中
休
暇
ノ
掲．
ホ
申
シ
渡
ス
ベ
キ
由
ノ
書
付
ヲ
渡
ス
早
速
右
書
付
ヲ
張
出
ス

何
國
の
コ
ン
シ
ュ
ル
と
は、
ハ
ワ
イ
國
の
総
領
事
ウ
ヱ
ン
リ
ー
ト
(
E
ugene
1\1.
 v
an
 
Reed)

で
あ
っ
て、

京
都
見
物
の
錦
り
に
陸

路
東
京
に
向
け
て
出
痰
し
た
と
こ
ろ、

庄
野
の
旅
籠
屋
で
急
病
に
と
り
つ
か
れ、

三
重
縣
か
ら
京
都
府
へ
電
報
で、

至
急
名
諮
を
差
し
向

け
ら
れ
た
し
と
頼
ん
で
束
た
の
で
あ
る。
こ
の
屯
の
始
終
は
宜
に
面
白
く、

明
治
五
年
十
月
七
日
の
「
京
都
新
報」
六
琥
と
明
治
六
年
四

（
拙
者
「
ヨ
ン
ケ
ル
の
往
診」

参
照）

月
の
「
京
都
新
聞」
六
十
九
琥
に
の
つ
て
い
る
か
ら、

次
は
以
前一

度
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
京
都
市
内
の
諮
師
の
流
派
の
再
調
査
で
あ
る。

何
の
た
め
だ
か
わ
か
ら
な
い
が、

恐
ら
く
時
勢

に
眼
覺
め
て
支
那
諮
流
が
減
り、

西
洋
蹄
流
が
増
す
こ
と
の
動
向
が
あ
り
は
す
ま
い
か
と
云
う
典
味
だ
け
の
も
の
と
考
え
る。

療
病
院
ヨ
リ
急
回
章
来
ル

先
逹
テ
短
朋
二

直
心
加

流
派
書
付
差
出
シ
有
之
候
得
共
其
後
相
加
ハ
リ
ク
ル

者
モ
之
ア
ル
ベ
ク
候
間
急
二

今
一

度
差
出
ス
ベ
キ
様
ト
ノ
亘
ナ
リ

澤

京
都
府
立
特
科
大
學
八
十
年
尖

こ
4
に
は
こ
れ
を
割
愛
す
る。

田

中

赤

五
八

ヨ
ン
ケ



療
病
院
営
直
よ
り
の
回
章

至
急
御
相
談
申
度
事
件
出
来
候
二

付
明
十
七
日
第
十
二

字
後
早
々
御
欽
席
ナ
ク
木
屋
町
瑕
病
院
へ

御
出
頭
可
被
下
候

思
付
賑
々
シ
ク
イ
ク
シ
出
ヘ
キ
様
ト
ノ
返
ナ
リ

午
後
早
々
療
病
院
へ

出
頭
候
慮
粟
田
版
病
院
出
来
致
シ
束
月
朔
日
i

一
日
頃
轄
移
二
相
成
候
二
付
西
洋
ノ
例
二

倣
ヒ
踏
者
一

統
並
二

薬
店
一

統
ヨ
リ
何
ナ
リ
圧

（

モ

）

餅
鏡
一

重
七
合
ヅ
ツ
醤
者
一

統
其
外
ニ
ヘ

遺
ハ
シ
又
伊
丹
酒
十

樽
各
々
汲
テ
勝
手
二

飲
マ
セ
行
二

鯖
一

枚
ヅ
、

可
逍
ヤ
ニ
相
談
決
ス

療
病
院
ヨ
リ
回
章

一
、

金
百
回

木

屋

町

療

病

院

時

代

十
月
二
十
一

日

晴

十
月
十
七
日

晴

十
月
十
六
日

十
月
十
六
日

晴

次
は

十
四
日
療
病
院
営
直
ヨ
リ
回
章
ニ
テ
短
朋
流
派
書
付
至
急
二

差
出
ベ
キ
様
申
シ
束
ル

し
か
し、

こ
の
前
（
明
治
五
年
二
月）

の
よ
う
な
詳
し
い
書
付
な
ど
、

ど
こ
に
も
見
常
ら
な
い
。

た
だ
十
月
現
在
上
下
京
を
合
わ
し
て

馨
家
の
総
敷
五
百
四
十
八
名
（
二
月
に
較
べ
て
九
名
の
培
加
）

で
あ
っ
た
事
は
わ
か
る
が、

各
人
の
流
派
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。

十
月
十
五
日

睛

依
テ
如
何
イ
ク
ス
ベ
キ
ャ
ノ
相
談
ナ
リ

上
へ

御
伺
ノ
上
卜
申
逗
ニ
ナ
ル

吉
益

太
田

楢

林

横

井

以
上

五

九



京
都
府
知
亘
長
谷
信
篤
殿

以
上
の
回
章
か
ら
み
て
、

粟
田
口
療
病
院
の
落
成
が
愈
々

慎
近
に
迫
り、

そ
れ
に
供
う
諸
事
萬
端
の
準
備
が
増
々
多
端
と
な
つ
て
来
た

事
が
わ
か
る
。

更
に
こ
の
回
章
に
「
追
て
書
き
」

が
あ
り、

次
々
に
く
る
回
章
は
何
れ
も
慌
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

追
而
明
廿一一
日
ョ
リ
開
業
迄
新
病
人
診
察
不
致
候
二
十
丘
日
ヨ
リ
歯
直
共
粟
田
病
院
へ
引
移
リ
候
間
新
藷
病
人
ト
モ
開
業
迄
診
察
不
致
候
要

十
月
二
十
四
日

明
朝
第
九
字
二

勤業
場
へ
参
ル
ヘ
キ
檬
申
シ
束
ル

十
月
二
十
五
日

朝
第
九
字
二
勧
業
場
へ
出
頭
ス
明
石
其
外
療
病
院
馨
者
集
會
イ
ク
シ
右
規
則
（
療
病
院
規
則
か）
ノ
逗
ヲ
談
ス」

第
十
二
字
頃
直
二
種
痘
値
へ
出
勤
イ
ク
ス

十
月
二
十
九
日

朝
曇
第
十一
字
頃
ヨ
リ
睛

晴

壬
申
十
月
廿一
日

京
都
府
立
詈
科
大
學
八
十
年
史

賞

直

上
下
京
瞥
業
取
締
惣
代

出

口

容

齋

新

宮

涼

民

出

口

容

齋

荒

木

氏

敬

右
ハ
上
下
京
醤
家
五
百
四
十
八
名
ヨ
リ
療
病
院
開
業
二
付
献
納
可
仕
候
間
御
入
費
中
へ
御
差
加
へ
被
下
度
奉
願
候

以
上

六

〇



に
山
田
錦
林
病
院
を
お
こ
し
た。

＊

屋

町

療

病

院

時

代

量

。

江馬櫂之介入門札

十
月
二
十一＿一
日

雨

朝
療
病
院
ヘ
ユ
キ
開
業
後
ノ
勤
方
ヲ
明
石
氏
二
尋
子
其
上
新
宮
涼
民、

荒
木
営
番
ニ
テ
束
リ
居
候
二
付
逼
中
酪
者
休
息
所
ノ
亜
並
二
出
頭
ノ
節
取
締
ノ
者
手

札
差
出
ス
ベ
キ
貞
等
謳
中
へ

回
章
差
出
シ
ク
レ
ト
頼、ヽ
ヽ
骰
ク
」

且
ツ
明
石
氏
ノ
返
答
二
開
業
ノ
営
分
ハ
残
ラ
ス
出
勤
イ
ク
シ
ク
レ
ト
申
ス

第
四
字
頃
二
粟
田
へ

往
ク
外
科
器
械
陳
列
ノ
手
博
イ
ク
シ
薄
暮
二
木
屋
町
へ
蹄
ル

と
云
う
エ
合
に
、

党
員
一

同
は
十
一

月
朔
日
の
開
院
を
控
え
て
、

そ
の
日
そ
の
日
を
忙
殺
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

一

方
粟
田
口
療
病
院
の
開
院
に
つ
れ
て
、

上
司
は
内
容
を
充
官
整
頓
し
よ
う
と
へ土
み、

豫
め
常
直

諮
員
を
集
め
て
槙
村
参
市
か
ら
次
の
よ
う
な
叱
責
が
あ
っ
た
。

療
病
院
ヨ
リ
御
用
ノ
儀
有
之
候
間
即
刻
出
頭
イ
ク
ス
ベ
キ
揉
申
シ
束
ル
早
速
参
リ
候
慮
今
日
参
事
御
入
来
只
今
粟

田
瑕
病
院
御
吃
二
御
越
ア
リ
程
ナ
ク
御
蹄
リ
ニ
相
ナ
リ
候
間
暫
ク
相
待
チ
申
ス
ベ
キ
様
二
申
サ
ル
新
宮
雨
家、

田
中、

楢
林、

荒
木、

出
口
等
来
ル

字
過
二
勤
業
場
ヨ
リ
呼
ビ
ニ
来
ル
一

同
マ
イ
リ
候
慮
柑
村
殿、

明
石、

渡‘

廣
瀬、
i
llu
田
等
出
張
ナ
リ
棚
村
殿
イ
ハ
ク
醤
者
一

統
裳
番
二
出
デ
候
テ
モ
何
レ

モ
某
ダ
不
勉
強
ナ
リ
上
ノ
御
趣
意
二
相
叶
ハ
ザ
ル
亘
ナ
リ
ト
ノ
御
呵
リ
ナ
リ
且
ツ
通
僻
人
心
常
リ
ハ
之
ナ
ク
候
哉
精
々
探
索
イ
ク
ス
ベ
シ
ト
申
ス
要
ナ
リ

明
治
六
年
三
月
i

一
日
か
ら
獨
逸
語
は
大
片
玄
洞‘

英
語
は
山
田
文
友
が
通
繹
と
な
る、

い
ず
れ
も
月
給
七
十
固。

山
田
は
療
病
院
の一――
刃
烏
の
一

人
で
後

そ
し
て
緊
員
の
配
置
に
も
移
動
が
あ
っ
た
も
の
と
み
え
て
、

江
馬
灌
之
介
に
は

十
月
晦
日

朝
睛
午
後
雨
第
几
字
頃
ヨ
リ
雨
止‘‘、
少
シ
照

， 

/‘ 

第
丘

夜
直
ス
小
石
同
勤
ナ
リ



裳
日
の
昔
楽
が
雅
癸
で
あ
っ
た
事
は、

京
都
療
病
院
新
聞
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が、

賞
日
列
席
し
た
お
役
人
の
服
装
に
就

て
、

昭
和
十
年
十
一

月
二
日
の
本
學
回
顧
座
談
會
の
席
上
で
、

小
泉
俊
太
郎
氏

こ
の
人
は
一

時
療
病
院
の
薬
局
を
手
他
い
、

十
一

年

llO
 

三
月
獨
人
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ワ
グ
ネ
ル
(
G
ott
frie
d
,-v

a
ge
n
er)

が
月
四
百
回
の
給
料
で
府
に
屑
わ
れ
（
常
時
四
十
八
歳
）、

諮
學
校

で
理
化
學
を、

合
密
局
で
化
學
工
殺
を
数
授
し
た
時、

氏
は
令
密
局
に
轄
じ
て
化
學
血
韮木
の
指
紺
を
受
け
た
人
で
あ
る
ー
ー
ー
の
回
想
談
に

よ
る
と、

開
院
式
に
は
棋
村
参
事
は
烏
帽
子
直
垂
で
、

そ
の
外
の
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
装
束
で
列
席
し
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
時
の
寓
呉
が

石
師
ル

十
一
月
朔
日

睛
（
日
曜）

さ
て
勿
々
の
う
ち
に、

開
院
式
の
営
日
が
や
つ
て
き
た
。

-l 

ノ‘

寮
病
院
営
直
諮
薬
局
掛
兼
勤
申
付
候
要

壬
申
十
月

京
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

の
稜
令
が
あ
っ
た。

粟
田
口
療
病
院
の

開
設

朝
第
七
字
ヨ
リ
根
病
院
へ
出
勤
ス
第
十
字
頃
ヨ
リ一
音
楽
始
マ
ル
教
師
左
ノ
カ
ニ
テ
椅
子
二
腰
カ
ケ
拝
腔
ス
病
院
創
立
ノ
趣
意
並
二
規
則
泊
キ
カ
セ
ア
リ‘‘、
ナ

（
キ
）

終
リ
テ
後
暫
ア
リ
テ
食
堂
ヘ
マ
ハ

リ
申
ス
ペ
ク
由
二
付
参
リ
候
テ
異
人
教
師
レ
ー
マ
ン
兄
弟
並
二
参
亜
殿
其
外
語
官
員
根
病
院
出
勤
ノ
器
者
残
ラ
ス
同
間
ニ

テ
異
國
料
理
イ
タ
ィ
ク
第
二
字
頃
二
相
洲ヽ
ヽヽ

夫
ョ
リ
教
師
参
要
殿
等
残
ラ
ス
知
恩
院
舞
ノ
場
慮
へ
参
ラ
ル
我
輩
モ
同
慮
マ
イ
リ
舞
i

-

i

ツ
ハ
カ
リ
見
テ
第
五
字

京

都

府

一

/‘ 



木

朕

町

療

病

院

時

代

-
-

青黄赤白桃

桃

白

赤＿

黄

青 粟田口療病院開院式

い
こ
と
が
あ
る
。

→

‘

 

J
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あ
っ
た
の
で
、

持
つ
て
来
よ
う
と
思
つ
て
探
し
て
み
た
が、

ど
う
し
て
も
見
常
ら
な
い
。

折
角
の
場
合
甚
だ
残
念
で
惜
し
い
事
だ
と
云
つ

棋
村
を
初
め
欧
風
酔
陶
の
椛
化
の
寄
合
で
あ
る
高
官
連
が、

な
ぜ
ハ
イ
カ
ラ
な
洋
服
姿

こ
う
し
た
記
念
寓
典
が
残
っ
て
い
な
い
今
日、

我
々
は
た
ゞ

常
時
唯
一

の
新
聞
で
あ
っ

6
 

た
「
京
都
新
報
」

の
挿
楢
を
見
て、

常
日
の
光
景
を
想
像
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

病
院
の
門
の
雨
側
に
は
二
竿
の
大
き
な
ホ
ラ
フ
（
旗）

が
た
つ
て
い
て、

向
つ
て
左
の

一

本
は
赤
十
字
の
病
院
旗
で
あ
る
ー
ー
田
中
緑
紅
氏
は
「
療
病
院
新
聞
第
一

琥
に
は
赤
十

字
の
木
版
が
入
つ
て
い
る
が、

最
初
は
黒
十
字
で
後
に
赤
十
字
に
し
た
も
の
か
と
考
え
ら

れ
る
」

と
云
つ
て
い
る
が、

挿
縮
の
十
字
は
細
線
で
縁
を
と
っ
た
十
字
で
あ
る
か
ら、

赤

十
字
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
餘
地
が
な
い、

も
し
も
黒
十
字
で
あ
れ
ば
他
の
悔
景
と
附
照

し
て
無
論
肉
太
の
十
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
八
六
頁
参
照）

そ
し
て

右
の
一

本

は
多
分
三
色
の
佛
敦
旗
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
々

考
え
て
見
た

右
に
述
べ
た
挿
縮
の
旗
は
上
闘
の
如
く
で
あ
る
が、

何
分
無
色
で
あ
る
が
た
め
に
そ
れ
の
判
定
に
苫
し
む
繹
で
あ
る。

本
来
の
佛
旗
は
龍
谷
大
學
の
平
春

生
氏
の
示
数
に
よ
る
と、

下
岡
の
如
く
六
筋
有
色
で
あ
る。

そ
こ
で
挿
楢
の
旗
は
木
版
の
都
合
で、

本
来
の
佛
旗
を
三
等
分
し
て一一一
筋
に
刻
ん
だ
の
で
な
か

で
参
列
し
な
か
っ
た
か
ゞ
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

て
い
た
。



京
都
府
立
警
科
大
學
八
十
年
史

ヨ
ン
ケ
ル
が
丸
太
町
橋
を
渡
つ
て
加
茂
川
東
川
端
に
出
て

ろ
う
か
と
想
像
す
る。

ま
た
或
人
は
醤
ド
イ
ツ
帝
國
の
國
旗
で
は
な
か
ろ
う
か
と
云
う
が、

蕉
ド
イ
ッ
國
旗
は
横
に――一
段
上
か
ら
黒
・
赤
・
黄
で
あ
っ
た
か

ら、

無
論
そ
う
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る。

な
お
門
外
左
側
に
は
四
段
の
寄
附
札
が
建
ち、

そ
の
前
を
御
式
見
物
の
群
衆
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
つ
て
門
外
に
雑
沓
し
て
い
る
。

挿
絹

だ
け
で
は、

ま
ず
こ
れ
位
の
事
し
か
わ
か
ら
な
い
が、

新
聞
の
記
事
に
よ
る
と、

そ
の
勢
仲
々
制
し
難
く、

敷
十
の
濯
卒
の
云
う
こ
と
を

聞
か
ず、

遂
に
御
下
知
あ
つ
て
制
止
す
る
こ
と
な
く、

履
物
の
ま
A

昇
堂
を
許
さ
れ、

立
錐
の
す
き
さ
え
惜
ん
で
参
事
の
論
知
や
ヨ
ン
ケ

ル
の
演
説
を
始
め、

営
日
の
御
式
を
自
由
に
見
聞
し
た
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、

そ
の
営
時
ヨ
ン
ケ
ル
の
官
合
ー|

教
師
餡
|
|＇
は
土
手
町
丸
太
町
下
ル
北
垣
氏
北
邸
に
移
囀
し、

院
し
た
の
で
あ
る
。

或
る
日
（
明
治
七
年
九
月
十
一

日）

い
つ
も
の
よ
う
に
、

こ
A
か
ら
毎
日
人
力
車
で
通

二
條
橋
か
ら
仁
王
門
へ

出
る
途
中、

川
端
で
懐
中
し
て
い
た
免
欣
並
び
に
諸
害
付
を
入
れ
た
包
を
落
し
た
。

直
ぐ
さ
ま
拾
い
集
め
た
が
、

何
分
烈
風
の
た
め
に
召
使
の
清
國
人
シ
ョ
ロ
ー
と
ア
ー
シ
ン
グ
の
う
ち、

シ
ョ
ロ
ー
の
免
朕
だ
け
が
、

多
分
川
の
中
へ

飛
散
し
て
し
ま
つ

た
と
云
う
の
で
あ
る
。

私
は
こ
う
し
た
免
状
の
事
な
ど
今
こ
4
で
話
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。

唯
土
手
町
の
官
舎
か
ら
粟
田
口
療
病
院

へ
の
行
路
を
示
す
資
材
と
し
て
摘
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
で
私
が
受
持
っ
た
木
屋
町
療
病
院
の
稜
生
と
そ
の
終
末
を
思
義
餡
「
壬
申
日
記
」

を
種
本
と
し
て
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
し
て
も
歴
史
は
繰
り
返
す
。

木
屋
町
療
病
院
の
存
績
は
前
述
の
如
く、

明
治
五
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
年
十
月
廿
四
日
ま
で
僅
か

一

カ
月
あ
ま
り
の
短
い
期
間
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
一

時
ま
に
合
せ
の
診
療
所
で
あ
り、

無
論
病
院
と
し
て
の
資
格
は
な
い
が、

そ
め
に
も
一

た
ん
療
病
院
と
名
の
つ
い
た
以
上、

こ
れ
だ
け
を
切
り
離
し
て
創
立
史
の
枠
外
に
置
く
こ
と
を
許
さ
な
い
。

ヵ-

六
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- -,-,-,名

自
明
治
十
三
年
七
月
十
八
日

廣

小

路

療

病

院

瑕

療

病

院
一

至
明
治
十
三
年
七
月
十
七
日

粟
田
口
（
青
蓮
院）

自
明
治
五
年
十
一

月
朔
日
（
陽
唇
十
二
月
一

日）

お
よ
そ
物
閥
に
開
す
る
創
設
の
歴
史
は、

い
ず
れ
も
渾
沌
た
る
も
の
で
あ
る
。

過
眼
に
類
す
る
些
細
な
事
貫
も、

遂
に
は
立
派
な
由
緒

を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら、

木
屋
町
療
病
院
の
存
在
も、

わ
が
大
學
に
と
つ
て
、

過
去
を
物
語
る
有
力
な
資
料
と
な
る
こ
と
は
云
う

木

屋

町
恨
療
病
院

こ
こ
ま
で
誼
ん
で
い
た
だ
け
ば、

校
友、

學
友
の
諸
君
は、

本
學
の
創
立
に
尚
一

屑
の
古
い
歴
史
を
見
出
し、

向
後
九
十
年
か
百
年
の

記
念
祝
典
は、

木
屋
町
療
病
院
が
創
設
さ
れ
た
日
に
於
て
行
う
べ

き
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
ゞ

け
る
も
の
と
確
信
す
る
。

幸
5
に、

私
の
詩
命
に
延
長
が
あ
る
な
ら
ば、

私
は
薬
枝
を
引
く
白
髭、

白
煽、

白
髯
の
翁
と
な
つ
て
、

再
び
そ
う
し
た
宣
博
に
挺
身

い
た
し
た
い
心
積
り
で
い
る
。

木

屁

町

療

病

院

時

代

迄
も
な
い
。

至
明
治
五
年
十
月
廿
四
日
（
陽
唇
十
一

月
廿
四
日
）

自
明
治
五
年
九
月
十
五
日
（
陽
暦
十
月
十
七
日
）

稲

開

院

ヨ

リ

閉

院

マ

デ

京

都

府
立

療

病

院

年

表

六

五

通
算
日
数
二
千
七
百
八
十
六
日

八
年
五
カ
月
十
七
日

十

九

日

存

綬

期

間



語
で
「
馬
鹿
」

と
罵
倒
す
る
こ
と
数
限
り
が
な
か
っ
た。

最
後
に
槻
箪
に
し
の
び
な
い
こ
と
は、

私
が
み
た
ヨ
ン
ケ
ル
の
人
物
相
で
あ
る
。

こ
れ
迄
の
記
録
は、

す
ぺ
て
彼
を
良
く
な
い
人
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

曰
く
彼
は
傲
慢
不
遜
の
人
で
あ
っ
た。

事
々
に
侮
既
劣
等
視

し
た。

横
柄
且
つ
専
横
な
る
人
で
あ
っ
た。

剰
え
諮
學
博
習
の
数
師
と
し
て、

要
す
る
に、
、
彼
は
全
く
期
待
は
ず
れ
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、

腿
々
市
の
次
第
を
参
事
根
村
に
具
申
し
て、

彼
の
解
傭
を
迫
っ
た
の
で

あ
る
。

明
治
八
年
九
月
に
な
っ
て、

遂
に
棋
村
も
彼
の
解
雇
に
枝
同
し、

表
面
的
に
は
彼
と
半
年
間
の
織
傭
を
約
し、

裏
面
的
に
は
後
任

t: 

ヨ

ン

ケ

ル

の

人

物

相

ぷし

広

点

辻

療病院址の碑

粟田口 木屋町

京
部
府
立
愕
科
大
學
八
十
年
史

る。 ち
御
池
通
を
東
に
つ
き
営
っ
た
兒
童
遊
園
地
内
の
東
北
隅
の
と
こ
ろ
に
建
碑
し
た。
そ
し
て
碑
の

正
面
は
将
束
の
都
市
計
粛
と
貌
み
合
し
て
わ
ざ
と
南
面
し
て
お
い
た。

既
に
ま
た
六
月
十
四
日
に
は
粟
田
口
育
連
院
の
北
面
玄
関
の
西
脇
に
も
建
碑
し
た
か
ら、

こ
れ
で

寮
病
院
址
は
ま
ず
完
全
に
保
存
さ
れ、

将
来
訪
う
人
々
の
た
め
に
は
品
だ
便
利
に
な
っ
た
繹
で
あ

追
記 我

々
は
こ
の
機
會
に、

氷
久
備
忘
の
し
る
し
と
し
て、

療
病
院
址
に
記
念
碑
を
建
立

す
る
よ
う
杓
々
準
備
を
照
え
て
い
る。

昭
和
廿
九
年
七
月
十
四
日
に
市
内
中
京
匝
木
屋
町
御
池
上
樵
木
町
五
0
四
番
地
の
市
有
地、

即

そ
の
教
授
振
り
は
極
め
て
冷
淡
で
、

學
生
に
到
し
て
日
本

六

六



木
腔
町

旅
病
院
時
代

和装のヨンケルと洋装の卑生

者
を
物
色
し
た
の
で
あ
る
。

が
残
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
彼
は、

彼
の
後
任
に
歯
人
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
(
C.
U.
 
rn,
n
 J\f
a
ns
rnlt)

が
束
朝
す
る
こ
と
を
知
り、

退
京
す
る
に
先
ち、

多
く
の
私
財
を
投
じ
て
教
師
館
に
築
い
た
豪
華
な
庭
園
（
岱
時
の
外
國
数
師
は
誰
で
も
自

分
の
趣
味
に
か
な
っ
た
庭
間
を
作
る
の
を
常
例
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

を、

府
に
買

上
げ
を
乞
う
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず、

重
ね
重
ね
の
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に、

庭
園
の
樹
木
を

切
り、

石
燈
籠
を
什
し
な
ど
し
て
、

IL
暴
の
あ
る
限
り
を
盛
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
。

し

か
し
彼
が、

明
治
九
年
三
月
十
二
日
に
期
が
満
ち
て
京
都
を
退
去
す
る
ま
で
、

母
校
に
逍

し
た
功
労
を
通
じ
て
冷
静
に
考
察
し，
て
み
る
と、

今
迄
先
人
か
ら
な
さ
れ
た
彼
の
評
債
に

他
統
的
な
誤
解
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

即
ち、

彼
は
そ
ん
な
悪
人
で
は
な
か
っ
た
と
云

う
の
が
私
の
結
論
で
あ
る
。

六

七

彼
は
寓
浜
で
み
る
如
く、

詰
襟
に
大
黒
顕
巾
ま
が
い
の
ベ
レ
ー
桁
を
冠
っ
た
閉
む
し
や

の
男
で
あ
る
が、

日
本
餓
負
と
云
わ
う
か、

茶
目
振
り
を
殺
揮
し
た
と
云
わ
う
か、

利
織

“

g

 

袴
を
滸
用
に
及
ん
で
、

五
、

六
名
の
緊
學
生
に
取
咎
か
れ
た
寓
匝
や、

一

人
撮
し
の
も
の

oo

 

そ
し
て
時
々
、

日
本
料
理
に
も
嗜
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は、

入
京
後
問
も
な
い
明

治
五
年
九
月
廿
iハ
日
に、

彼
の
所
望
に
よ
っ
て
祇
園
中
村
屋
で
會
食
を
し
て
い
る
。

ヨ
ン
ケ
ル
、

リ
ュ
ウ
ド
ル
フ
、

青
木、

明
石、

渡、



ん
で、

美
大
の
先
生
方
の
鑑
定
を
乞
う
た
と
こ
ろ、

諏
面
に
遠
近
が
あ
り、

水
の
描
き
方
に
巧
み
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら、
正
し
く
日
本

人
の
筆
に
な
る
も
の
と
決
定
し、

我
々
を
し
て
少
な
か
ら
ず
落
腑
せ
し
め
た
の
で
あ
る。

か
と
思
わ
れ
る
掛
圏
が
残
っ
て
い
る。

高
瀬、

新
宮、

新
町
新
宮、

江
馬、

楢
林、

出
口、

田
中、
大
村、

荒
木
が
出
席
し、

始
め
會
席
料
理
ー
ー‘
吸
物、

鉢
肴（
境
鯛）、

作
り

身（
鯉）、

水
物
（
劉
柿)
|ーー
を
出
し、
の
ち
西
洋
料
理
三、
門
品
を
出
し、
シ
ャ
ン
バ
ン
と
ビ
ー
ル
で
接
待
し
た。

彼
は
ま
た、
日
本
内
地
の
旅
行
も
大
朦
に
敢
行
し
て
い
る。
明
治
七
年
七
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
の
避
暑
休
業
を
利
用
し
て、

帥

戸、

東
京、
蝦
夷
（
北
海
逍）
の
遠
地
に
ま
で
出
張
し、

各
地
の
風
物
と
馴
染
ん
で、

旅
行
中
や
在
留
中
に
調
査
し
た
日
本
歴
史、

風

町

俗、

習
慣
に
開
す
る
知
見
を
獲
表
し
た。

nischer
 R̂1
man"

こ
う
し
た
彼
は
ま
た
文
オ
に
た
け、
日
本
文
學
の
中
か
ら
竹
田
出
雲
の
忠
臣
蔵
を
好
み、
こ
れ
を
掲
繹
し
た。
そ
れ
は
J
呂in
jnpa,
 

68
 

と
し
て
シ
ェ
ー
ラ
ー
(
Wil
hel
m
Scherer)
の
論
文
集
に
の
つ
て
い
る。
シ
ェ
ー
ラ
ー
(
1
8
4
1ー
'
1
8
8
6
)

は
有
名

な
猿
逸
語
學
者
で
あ
り、

文
學
史
家
で
も
あ
り、

ま
た
文
藝
理
論
家
で
あ
っ
た。
そ
の
彼
が、
口
を
極
め
て
ヨ
ン
ケ
ル
を
賞
諮
し、
そ
の

69
 

頃
の
獨
逸
文
壇
に、
こ
れ
程
の
佳
作
を
見
出
し
難
い
と
云
つ
て
い
る。
そ
の
一
部、

即
ち
獨
繹
瑕
名
手
本
忠
臣
蔵、

山
科
閑
居
之
段
A
g

de
m
 jap
anischen
 
Dra
ma,,

Chiu'S
hin,
Gura"
 
(
V
Mallentreue)
 verdeu
tscht
 von
 Jun
ker
 von
 
Langegg
は、

獨
乙
語
學

雑
誌
第
十
六
年、

第
一

琥、
二
八
頁、
大
正
二
年一
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る。
ま
だ
こ
の
外
に
陥
曲
「
鉢
の
木」
の
獨
繹
と
か、
日
本
事

67
 

物
を
叙
し
た
「
瑞
穂
草」
や
茶
の
歴
史
を
取
扱
っ
た
「
扶
桑
茶
話」
の
二
著
が
あ
る。

ま
た
ヨ
ン
ケ
ル
は
美
栖
藝
能
に
も
富
ん
で
い
た。
今
本
學
の
闘
害
餡
に、
二
軸
の
認
分
大
き
な
毛
筆
の、

獨
逸
語
の
数
材
に
使
わ
れ
た

京
都
府
立
僻
科
大
學
八
十
年
史一

見
外
國
人
の
箪
か
と
も
み
え、

或
は
ヨ
ン
ケ
ル
の
描
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
な
か
ろ
う
か
と
癸
し

六

八



で、

木

座

町

療

病

院

時

代

ハ

九

そ
れ
よ
り
も
感
心
す
る
の
は、

彼
の
蔵
書
印
で
あ
る。

そ
れ
は
日
本
に
い
た
時
分、

彼
自
身
が
石
材
に
彫
刻
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で

あ
り、

な
か
な
か
の
出
来
榮
で
あ
る。

今
で
も
He
nr
y
S
rrrith,
 
Hae
morrh
oi
ds
 
an
d
 
Prola
psus
 of
 the
 
Rectu
m
 1
8
6
2
 (
M
D
C
C
 

C
L
X
II)

Lon
d
g
の
巻
頭
に
押
し
て
あ
る
が、

そ
の
印
肉
は
和
製
の
黒
肉
で
あ
る
こ
と
が
面
白
い
。

な
お
彼
は
非
常
な
努
力
家
で
あ
り、

學
者
肌
の
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る。

日
本
に
来
る
年
ま
で
研
究
に
没
頭
し、

日
本
に
来
て

か
ら
も
諸
方
面
の
學
者
か
ら
多
方
面
の
研
究
諭
文
が
送
ら
れ
て
い
る。

そ
し
て
興
味
の
あ
る
も
の
に
は、

お
互
に
手
紙
を
交
換
し
た
と
み

え、

そ
う
し
た
手
紙
は
皆
丁
寧
に
保
什
し
て
い
る。

彼
の
筆
印
た
る
宜
に
鮮
や
か
で
あ
る。

ま
た
彼
は
療
病
院
の
開
業
に
先
立

「
療
病
院
合
則」

を
改
定
し
た。

そ
の
他、

彼
の
講
述
に
か
A

る
天
然
痘、

種
痘
に
闘
す
る
二
説
と
流
行
病
豫
防
法
と
は
繹
述
さ
れ
て
汎

「
同
附
録、

解
剖
捷
咆」
は
何
れ
も
刊
行
さ
れ
て
世
上
に
出
て
い
る。

一

方
彼
は
本
院
新
築
の
要
所
を
設
計
し、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
明
治
七
年
(
1
8
7
4
)

十
月
か
ら
清
和
院
口
御
車
道
通
に
あ
っ
た
藉
日
光

宮
御
里
坊
の
地
に、

約
六
万
回
の
金
と
凡
そ
六
カ
年
の
歳
月
を
費
し
て
今
の
療
病
院
を
建
設
し
た
の
で
あ
る。

ま
た
明
治
八
年
七
月
東
山

の
南
祠
寺
境
内
に
療
病
院
直
轄
の
痴
狂
院
を
創
設
す
る
に
あ
た
り、

彼
は
輿
つ
て
そ
の
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

そ
れ
等
の
功
績
か
ら
み
て、

彼
を
そ
ん
な
に
酷
評
す
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
疑
う
ほ
ど
で
あ
る。

要
す
る
に、

彼
は
我
國
に
来
朝
し
て
み
て、

そ
の
文
化
が
餘
り
に
も
幼
稚
で
あ
り、

施
設
そ
の
他
に
非
文
明
的
な
と
こ
ろ
が
多
い
の

一
般
日
本
人
が
馬
鹿
に
み
え、

親
身
に
な
つ
て
指
芍
す
る
だ
け
の
餘
裕
と
根
氣
の
持
合
せ
が
な
か
っ
た
が
た
め
に、

甚
だ
冷
淡
な
指

沿
者
と
な
つ
て
終
っ
た
も
の
と
推
察
す
る。

く
管
内
に
頒
布
さ
れ、

又
た
「
日
講
記
聞
解
剖
篇」

て、

「
療
病
院
治
療
條
則」

「
療
病
院
入
學
生
徒
條
則」

を
制
定
し、

次
で
「
数
師
學
課
年
表」
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京
柾
府
立
醤
科
大
學
八
十
年
史

本
章
の
成
る
に
あ
た
り 、

引
用
文
猷

萩

高
知
縣
士
族

宜
名

守

数

圭
明
治
二
十一
年
迄

京
都
府
薗
學
校」
に
は

か
く

ゃ・

最
後
に
附
言
し
た
い
事
は 、
ベ
ル
ツ
に
お
花
さ
ん
が
あ
り 、
シ
ョ

イ
ベ
に
赫
也
さ
ん
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も 、
ヨ
ン
ケ
ル
に
は
そ
う
し
た

劉
照
物
が
な
か
っ
た 。
今
に
し
て
み
れ
ば 、

我
々
に
と
つ
て
少
々
物
足
り
な
い
憾
が
な
い
で
も
な
い
よ
う
な
氣
が
す
る 。

一
言
謝
し
て
お
き
た
い
こ
と
は 、
陰
に
賑
に
い
ろ
い
ろ
の
方
面
か
ら 、
い
ろ
い
ろ
の
助
言
を
給
っ
た
本
卑
中
央
闘
苫
餡
の
赤
星

軍
次
郎
氏
の
親
心
と 、
わ
か
り

難
い
原
稿
を
再
三
浮
苫
し
て
政
い
た
数
室
の
親
康
庸
氏
と 、
安
料
蒐
集
に
共
力
し
て
貰
っ
た
蘊
田
尚
男
氏
の
友
憫
と
に
負
う

と
こ
ろ
が
少
く
な
い。
記
し
て
微
意
を
表
す
る。

＂
中
は
らこ
ら

卜‘
ざ
は
ふヽ
ら

萩
原
で
あ
る
か
荻
原
で
あ
る
か
兎
角
問
題
に
な
り

易
い 、
し
か
し
本
學
脳
因
餡
城
の
「
校
且
履
歴

と
あ
り 、
ま
た
明
治
九
年＝i
i

月 、
閲
厚
雑
誌 、
第
九
就 、
東
京
薗
學
會
社
の
社
員
名
簿
の
「
ハ」
の
部
に
萩
原
l

=―
圭 、
京
都
病
院
と
あ
り 、
な
お
竹
岡

友
三
啓
啓
家
人
名
僻
書 ‘
六
七
頁 、
昭
和
六
年
十一
月
四
日
に
も
「
ハ」
の
部
に
潟
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て

即瞬 }5
方
が
正
し
い

京
都
府
器
串
校
及
療
病
院
沿
革 、
板
谷
忠
太
郎 、
無
縁 、

原
籐
原―――

弘
化
四
丁
未
年
十
二
月
生

（
丈
夫 、
明
治
槻一
年
卒
業）
京
都
府
立
困
卑
校
々
友
會
雑
誌 、
第
四
琥 、
三
0
頁 、
明
治

i――
十
年
レ

月
五
日
に
「
こ
の
臨
學
校
の
修
平
年
限
は
四
ケ
年
で
あ
る
が 、

珠
備
校
は
何
年
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る」 、
又
板
谷、
同
誌 、
第
五
琥 、

七

〇
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京
都
府
立
路
科
大
學一
賀 、
昭
和
十
六
年

三
八
頁 、

同
年
九
月
廿
八
日
に

た」
と
あ
る

「
明
治
十
五
年
に
學
則
が
改
正
さ
れ 、

段
科
四
年
本
科
四
年
と
な
り 、

更
に
一
年
を
二
學
期
に
分
け
各
八
學
期
と
し

創
立
紀
念
祝
賀
式
と
校
友
會
総
會 、
京
都
府
立
瞬
學
校
々
友
會
維
誌 、
第
廿
九
琥 、
八
0
頁 、
明
治
i――
十
上
年
十一
月
五
日

創
立＿―-
十
年
紀
念
挑 、
京
都
府
立
踏
學
専
門
學
校
々
友
會
維
誌 、
第
四
十
八
琥 、
明
治
四
十一
年
十
二
月
廿
八
日

京
都
府
立
陪
科
大
學
中
央
閂
書
館
蔵

錐
記 、
京
都
府
立
怒
學
校
々
友
會
事
務
部 、
明
治
四
十
Ii
年
度

京
都
府
立
繋
科
大
學
校
友
會
雑
誌 、
創
立
五
十
周
年
陸
格
紀
念
跛 、
第
九
十一
誂 、
四
七
頁 、
大
正
十一
年
四
月
二
十
日

京
都
府
立
緊
科
大
厚
校
友
會
維
誌 、
李
術
集
談
會
殺命
11

式
記
念
眺 、
第
九
十
三
挑 、
証
表
紙 、
大
正
十
二
年
四
月
二
十
日

京
都
府
立
隧
科
大
學
閉
學
式
宜
言
因

本
學
削
立
七
十
周
年
陣
格
二
十
周
年
記
念
琥 、
京
都
府
立
踏
科
大
凡孟莉
聞 、
昭
和
卜し公

年
十一
月
廿
主
日

高
山
昇 、
丸
橋
金
次
郎
合
緬 、
陰
陽
豚
対
照
表 、
明
治
三
十
六
年
五
月
廿
九
日

江
馬
務
著
「
江
馬
家
と
私
を
語
る」
前
編 、
昭
和
廿
六
年
i―一
月――-
H

京
都
府
閃
師
會
報 、
第
八
眺 、
十
二
頁 、
昭
和
廿
上
年
十
月
二
十
五
日

（
明
治
四
年
辛
未
十
月
の
種
痘
館
閑
員
惣
長
は
前
田
松
閣
で
あ
っ
た）

思
義
値
「
壬
中
日
記」 、
明
治
五
年
九
月
十
六
日
記

日
記
の
全
朋
を
窮
本
し 、
京
都
府
立
賠
科
大
學
中
央
闘
内
閣
に
蔵
す

＊
崖
町
燎
病
院
時
代

本
堺
創
立
六
十
年
罪
格
十
週
年
記
念
祝
典
記
録 、
京
都
府
立
路
科
大
限
維
誌 、
第
六
谷 、
第一
祝 、
昭
和
七
年一
月

18) (7) ((j) (5) (4) (3) 

七



113) 

通
用
語
と
し
て
は
英
が
勿
論
よ
い
が
學
術
上
の
事
殊
に
瞬
年
に
腿
し
て
は
徹
頭
徹
尼
獨
逸
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
て
届
た
の
で
あ
っ
た 、
何
と
な

れ
ば
余
等
の
成
り
立
ち
が一
開
閥
堺
で
あ
る 、
而
し
て
曲
卑
の
困ft口
は
殆
ん
ど
獨
逸
の
統
繹
と
梱
す
る
も
可
な
る
位
で
あ
っ
た 、
即
ち
常
時
最
も
苦
れ

て
居
た
内
科
書
は
何
か
と
言
へ
ば 、
エ
ラ
ン
ド

の
内
科
円
の
如
き、
ウ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
め
内
利
内
の
如
き 、
若
く
は
ニ
マ
イ
ル
の
内
科
古
の
如
き
何
れ

も
獨
逸
人
の
原
弗
で
あ
る 、
外
科
害
の
ス
ト
ロ
ー

マ
イ
エ
ル
が
獨
逸
で
あ
る 、
解
剖
の
ポ
ッ
ク
や
ヒ
ル
ト

が
獨
逸
で
あ
る 、
生
理
が
ア
マ
ー
レ
ン
チ

と
あ
る 、
ま
た
石
黒
忠
悲
子
爵
の
「
獨
逸
防
凡よ加
入
の
顧
末」
に
は

一
、

岱
諮
岸
校
は
元
来
阪
病
院
を
改
め
姑
息
に
印十
校
に
い
た
し
侯
得
は
語
件
屈
面
之
制
は
小
相
邪
生
徒
も
年
伍
之
若
多
く
御
座
候
而
共
年
齢
ぃ央
凡
に
従

一
、

學
校
兼
病
院
は
必
裔
燥
廣
撹
之
地
二
於
て
詣
杯
取
調
候一
切
日
新
之
親
範
二
従
ひ
御
築
螢
相
成
度
候
事

て

喜
は
獨
逸
國
よ
り

牡
年
盛
限
之
悶
炎
卑二
逹
候
者
を
御
hri
相
成
度
候
市
右
は
先一
ケ
年
園
人
を
御
濶
相
成
餃
而
浮
業
辿
歩＇ノ
j

上
更
二 ．
i

i

人
御
屈

可
相
成
候一
粕
獨
逸
は
肉
駆
萬
國
秀
絶
い
た
し
何
れ
國
も
規
本
を
此
二
所
打
評
二
御
座
候

は
束
年
限
に一
先
御
取
止
相
成
候
方
可
然

候 相
良
知
安
の
建
言
占
と
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る

抑
呈
國
之
路
道
は
上
古
大
巳
只
翁
少
彦
球
之
i一
帥
親
敷
基
礎
垂
起
し
玉
ひ
し
と
雖
可
惜
哉
世
を
絨
て
製
起
す
る
に
無
販
し
て
絃
に
外
國
純
久
之
骰
法
他

束
候
而
時
人
固
く
品
を
信
じ
遂
二
全
怯
梢
師
之
所
栄
と
相
成
後
世
益
其
途
を
失
ひ
近
晩
二
全
り
漸
辿
歩
之
途
相
立
候
紺
共11ハ
西
袢
日
新
之
庖・
を
氾
脳
す

る
而
巳
二
し
て
未
皇
國
之
悶
逍
獨
立
之
H
的
相
立
候
場
合二
は
至
兼
候
都
合
宜
に
恐
杓
懃
速
之
全
二
御
座
候11密
以
て
方
今
大
二
四
方
紺
外
之
瞥
法
を
撰

び
至
理
を
撮
楊
し
史
に
贔
國
の
確
然
と
し
て
述
二
獨
れ
い
た
し
遂
二
海
外二
卓
絶
仕
骰
途
粘
々
取
訓
候
此
所
雑
左
之
通
に
無'4
候
而
は
相
叶
閻
敷
奉
存

ひ
引
分
修
卑
為
致
候
様
之
仕
掛
難
取
行
未
宜
は
厳
之
辟
則
立
兼
候
得
は
木
是
我
図
逍
属
立
之
H
的
に
は
小
相
叶
去
吐
代
は
却
而
過
多二
相
成
候
博

但
し
築
螢
之
向
は
先
以
版
切
至
急
之
部
よ
り

建
始
骰
漸
次
二
築
副
相
成
候
様
之
方
組
に
御
限
候

立
都
府
立
騎
科
大
學
八
十
年
史

七
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ン 、
そ
の
小
な
る
も
の
は
リ

パ
ッ
ク
が
行
は
れ
た
が
こ
れ
等
も
獨
逸
で
あ
る 、
病
理
學
は
ハ
ル
ト

マ
ン
が
結
構
と
思
は
れ
た
が
こ
れ
も
獨
逸
で
あ
る 、

葵
荊
卑
の
ウ
ー

ス
テ
ル
レ
ル
も
亦
獨
逸
で
あ
っ
た 、
卯
ち
余
等
は
恰
も
閾
凡ー
を
通
じ
て
獨
逸
図
根
を
根
び
居
る
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る 、
加
ふ
る
に
余

等
も
追
々
英
害
を
頑
み
英
米
の
悛
因
も
誼
む
様
に
な
り 、

其
中
に
は
グ
レ
ー

の
ア
ナ
ト‘‘、
1

或
は
ウ
ヰ
ル
ス
ン
の
ア
ナ
トヽ
‘、
I

笞
宜
際
に
良
古
も
あ
っ

た
が 、
内
容
は
矢
張
り
獨
逸
に
及
ば
な
い
の
で 、

肉
序
は
如
何
に
し
て
も
獨
逸
に
限
る
と
の
侶
念
を
確
め
た
の
で
あ
る
（
丸
山
國
雄
箸

料 、

第
二
輯 、

我
が
國
に
於
け
る
獨
逸
駆
の
勃
典 、
一
i―- 、
一
四
頁 、
昭
和
十一
年
孔
月
十
五
n
)

右
の
記
述
に
依
つ
て
獨
逸
賢
學
の
擾
秀
な
事
及
び
我
が
國
に
斯
卑
が
愉
入
せ
ら
れ
た
原
因
が
分
る 、
而
し
て
往
年
和
閾
商
餡
の
路
行
と
し
て
米
朝
し
た

ケ
ン
ベ
ル
(
}"
ngelber
tes
K
ae
m
p
fer)
及
び
シ
ー
ポ
ル
ト

(
Phili
pp
F
ra
nz

 vo
n
 Siebol
d)
が
獨
逸
人
で
あ
っ
た
所
以
が
判
明
す
る
で
あ
ら

う 、
即
ち
和
閥
政
府
が
習
宜
と
し
て
獨
逸
人
を
碩
傭
し
た
の
も
叫
5

時
既
に
獨
逸
骰
學
が
他
國
よ
り

狙
逹
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
（
丸
山
記）

丸
山
國
雄
苫

日
獨
交
通
交
料 、

第
三
輯 、

我
が
國
に
於
け
る
獨
逸
堺
の
勃
典 、
四一

、
四
二
頁 、
昭
和
十
一
年
h
月
十
五
17

東
京
帝
國
大
學
五
十
年
史 、
四ー―
二
頁 、
昭
和
七
年
十一
月
二
十
n

招
村
正
直
は
天
保
孔
年
五
月
州
山
口
藩
士
材
仁
敬
齋
の
次
男
と
し
て
生
れ 、
阿
藩
梢
村
氏
を
嗣
ぐ 、
初
名
半
九
郎 、
龍
山
と
挑
し
た 、
明
治
応
年
九
月

議
政
官
史
官
試
補
と
し
て
京
都
府
に
赴
任 、
徴
士 、

議
政
官
史
官 、
描
耕
市 、
梱
大
参
事 、
硲
事 、
大
参
事
に
縣
任
し 、
明
治
八
年
七
月
拙
知
事
に 、

次
で
十
年一
月
知
事
に
任
ぜ
ら
れ 、

名
宜
共
に
京
都
府
の
長
官
と
し
て
府
政
に
過
力
し
た 、
明
治
十
四
年一
月
元
老
院
議
宜
に
補
せ
ら
れ
東
求
に
縛
じ

二
十――一
年
二
月
行
政
裁
判
所
開
設
と
共
に
初
代
此
官
と
な
り 、

判
功
に
よ
り
男
爵
を
授
け
ら
れ 、
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十一
日
六
十
四
磁
を
以
て
病

歿
し
た 、
木
戸
孝
允
公
と
は
同
藩
の
閥
係
上
維
新
前
よ
り

最
も
親
懇
で
あ
っ
た 、

後
年
京
都
府
民
は
彼
の
功
糾
を
辿
頌
し
開
谷
金
戒
光
明
寺
内
に
碑
を

建
て
水
久
に
感
謝
す
る
に
至
っ
た
（
稲
畑
勝
太
郎
君
他 、
八
六
頁 、
昭
和
十
五
年
十一
月＝
エ＇
日）

＊
屋
町
根
射
院
時
代

濱
邊
正
彦
課

ペ
ル
ツ
の
「
H
Je」
四
0
0
頁 、
昭
和
十
四
年
七
月
二
十
日

中
野
操
苦

垂
國
喝
事
大
年
ょ 、
明
治
――
i

年 、
昭
和
十
ヒ

年
二
月
十
＿
R

-L
•

日
獨
交
通
安
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「
モ
lji
n
記」
明
治．h
年
九
月
八
日
記

そ
う
し
た
文
献
梨
は
大
肌
と
な
つ
て
i一
部、

本
堺
の
rll
央
げ
淋
餡
に
蔵
し
て
い
る、

欧、

論
文
合
朋

明
治
文
化
と
叫
石
博
曲
翁、
七
几
頁、

昭
和
十
じ
年
六
月
二
十
n

Tra
nsactio
ns
 of
 the
 Ob
stetrical
 Society
 of
 Lo
n
do
n.
 
\'
ol.
 �
 ior
 the
 year
 1861
 with
 a
 List
 of
 O
fficers,
 Fell
o
ws,
 etc.

p.

x
x.,

 1862.

淮
南
詩
什‘
-――
十
九
頁、

昭
和
十
二
年
六
月．一
十
二
LJ

ベ
ル
ツ
の
「
日
祀」
四
四
頁、

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
日

と
云
う
の
は
ヨ
ン
ケ
ル
の
次
に
招
傭
し
た
闊
人
マ
ン
ス
フ
エ
ル
ト
が
明
治
九
年＝―-
月
栢
路
軸
戸
に
消
い
た
時、
こ
れ
を
出
迎
え
た
の
は、

指
時
管
學
事

FFI
I
緑
紅
拷

降
識、

第
六
眺、
二
三
八
百、

昭
和
十
布
年
九
月
一
日

前
田
松
由
氏
蔵

軍
久
篤
太
郎、

天
野
敬
太
郎
共
署

従
叫
治
元
年
至
同
七
年、
」
ぶ
都
府
史、

別
部
外
國
交
渉
類、

第一
、

外
國
数
師
屈
入一
件、

点
都
府
馳
文
＂咄
諜
蔵

明
治
文
化
脳
係
欧
米
人
名
録．

閂
占
餡
研
究、
X
ー
士
、
几
四
じ
頁、
一
九i-
E
（
昭
和
士一
年）

只，
r

哭
若
林
町
に
住
ん
で
い
た

田
中
緑
紅
柑

ぃ
ヤ
も

じ
よ
し
9
よ

＊
つ
な・～

前
m
家
は
武
生
湘
啜
で、
松
閣
は
示
都
ド
御
遠
紳
祉
窮
司
出
雲
路
敬
孔
氏
の
祖
犀
瀧
女
の
兄
に
常
る、

長
男
の
松
侑
氏
は
長
い
間、

大
阪
日
赤
の
院

長
を
勤
め
た
人
で、
い
ま
k
阪
市
天
王
寺
悩
北
山
町
圧
0
に
住
ん
で
い
る、

I
に
云
う、

明
石
博け回
の
六
男
國
助
氏
（
染
人）
は
以
都
市
東
山
屈
山
科

日
↑け、
六
fL
頁

阿
F9、
し
六
頁

明
恰
文
化
と
叫
石
博け回
翁、
十
一
頁、

昭
和
十
七
年
六
月i
1'
日

京
都
府
か
僻
料
大
學
八
十
年
史

七
阻



(85\ (34) (．1,1） （32) 

＊
殷
町
旅
病
院
時
代

二
月）

明
治
文
化
と
明
石
団
高
翁 、
几
iー
頁 、
三
四
六
頁 、
昭
和
十
七
年

（
数
顕
の
如
き
者）
と
管
蹄
市
（
酪
長
の
如
き
者）
を
兼
職
し
た
半
片
澄
（
以
前
牛
年
間
長
崎
に
於
て
彼
に
師
市
し
た
こ
と
か
あ
る）
と
庶
務
の
李
家

餌
彦
の
二
人
で
あ
り 、
京
都
に
辛叩
い
た
時
に
は
誰一
人
出
迎
え
る
者
も
な
く 、
旅
館
（
ヨ
ン
ケ
ル
の
歯
届）
にyani
い
て
も
府
の
脳
火
た
一ゞ
人
が
待
ち

受
け
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た 、
そ
し
て
そ
の
旅
術
は
ヨ
ン
ケ
ル
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
た
ま
4
で
あ
っ
た
の
で 、
彼
は
飢
然
靡
を
蹴
つ
て
姑
時
舎
密
励

の
数
師
で
あ
っ
た
曲
人ヘ
ー

ル
ツ
G
gr
苔
の
家
に
行
っ
て
投
宿
し
た
の
で
あ
る
（
菅
野
弘一
「
半
井
澄
我
の
根
病
院
談」
東
京
閲
市
新
誌
i

-

几
1
0

挑 、
二
九
頁 、
昭
和
i

i

年
二
月
廿
廿
日）

「
壬
中
日
記」
明
治
五
年
九
月
七
日
記

京
都
坊
H
誌 、
上
京
の
部 、
坤 、
上
京
第
二
十
六
厚
悩 、
三
百
八
頁 、
明
治
廿
九
年
杯
ー
�

大
正
四
年
秋 、
京
都
汲t" 、
第
十
六 、
昭
和
十
年一
月
廿

梨
産
場 、
明
治
九
年
十
二
月
梨
産
場
を
開
く 、
こ
4
の
初
代
局
長
は
佐
々
間
虞
巌
と
云
つ
て
元
の
銀
閣
寺
の
仕
職
で
あ
る 、
CIS
lq

述
院
の
根
病
院
を
設
立

す
る
に
つ
け
て 、
岡
崎
の
願

成寺 、
金
閣
寺 、
銀
閣
寺
の一――
tt
戦
が
凸
孜
奔
走
し
た
の
で
あ
る
が 、
佐
々
皿
湛
巌
は
俗
オ
に
た
け
て
い
た
の
で 、
遠
俗

山
本
伐
馬 、
九
0
頁 、
昭
和＝
歪＇
十

し
て
府
の
少
謁
に
仔
川
さ
れ 、
根
病
院
建
設
の
功
労
れ
と
し
て
屈
に
の
戦
に
就
い
た
の
で
あ
る
（
柑
山�汁
村
杓

七

::1,: 

な
お
療
病
院
の
設
骰
を
な
ぜ
粟
田
口
の
府
述
院
に
し
た
か
に
就
て
は 、
拙
拷
「
療
病
院
の
創
設
と
門
跡
寺
院
の
報
品」
参
照
（
求
都
府
立
閤
科
大
m立
中

央
闘屯
11

俯
蔵）

田
中
緑
紅
拷

話
は
別
で
あ
る
が 、
明
恰
初
年 ．こ
ろ
木
屈
町
i一
條
か
ら
四
條
ま
で
の
あ
た
り
に 、
氣
狂
山ぶ:
の
索
人
下
紺 、
印
ち
保
没
所
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
っ
た

そ
う
で
あ
るu
そ
れ
は
欧
時
大
入
の
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
「
大
丸
騒
動」
の
筋
内
か
ら
み
て
も 、
ま
た
及
傷
リ
が
招
熊
花
屈
町
を
上
っ
た
本
國
寺
の
総
磁

の
莉
燈
の
吊
手
と
し
て
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も 、
そ
う
し
た
こ
と
は
巾
宜
で
あ
っ
た
と111心
わ
れ
る 、
と
も
か
く
木
吊
町
二
條一
常
に
語
種
の

冗

日



(50) (401 (48) (47) (46i (451 (44) (43) (42) (41) 

明
治
文
化
と
明
石
閲
iti
我、

七
九
頁、

昭
和
十
七
年

「
壬
申
日
記」

明
治
五
年
九
月
十
九
日
記

丸
山
國
雄
若

田
中
絲
紅
茂

「
壬
申
日
記」

明
治
Ii
年
十
一
月
i

l

十
日
記

流
出
す
る

（
ペ
ル
ツ
の
「
日
記」

四
四
頁）

(4O) (39) （38) （37) 136) 

明
治
十
二
年
一
月
一
日
（
束
京）

松
山
節
子
氏
談
（
⑰
参
照）

日
本
純
洲
史、

「
束
年
か
ら
消
え
る
錢
貨
幣」

朝
日
新
聞
社
説、

昭
和
廿
八
年
八
月
一
日

輸
入
が
蓬
か
に
楡
出
を
超
越
す
る
か
ら、

総
て
の
金
は

ヨ
ン
ケ
ル
を
呵
し
た、

そ
の
給
料
は
月
金
貨
三
百
回、

粘
時
米
一
石
四、

Ii
回
か
ら
割
出
す
と
頌
に
思
切
っ
た
贔
給
で
あ
る
（
山
本
梵
馬、

九
二
頁）

竹
越
典
三
郎
弗

「
明
治
政
府
の
不
換
紙
幣」、

第
石
巻‘
-――
―
七
頁、

昭
和
六
年
十
二
月

そ
し
て
日
本
に
眼
を
膊
す
れ
ば
ー
ー
日
に
／
＼
培
し
て
行
く
窮
乏、

紙
幣
は
二
年
前
は
金
貨
と
殆
ん
ど
同
似
値
で

あ
っ
た
が、

現
今
で
は
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
通
用
し
な
い、

如
何
に
な
り
行
く
か
？

明
治
文
化
と
UJJ
石
博
高
我、
」ハ
九
頁、

昭
和
十
ヒ
年

「
壬
巾
日
記」

明
治
JL
年一-l
月
二
十
日
記

「
壬
申
日
記」

明
治
li
年
五
月
二
十
三
日
記

「
壬
申
日
記」

明
治
五
年
八
月
十
四
日
記

日
獨
交
通
毀
料、

第一
＝
航、

我
が
國
に
於
け
る
獨
逸
學
の
勃
興、

四
五
頁、

昭
和
十
一
年
几
月
十
五
日

「
壬
申
日
記」

明
治
れ
年
九
月
十
六
日
及
び
九
月
i

平＇
i

-

日
記

「
壬
申
日
記」

明
治
万
年
九
月
i―
十
二
日
記

田
中
緑
紅
若

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
の
證
例
と
し
て、

こ
4
に
畢
げ
て
お
く

京
拙
府
立
醤
科
大
學
八
十
年
史

七
六
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京
都
療
病
院
新
聞、

第
一

琥、

明
治
Ii
年
十
一

月
十
日

中
野
操
著

支
那
醤
流

穂

五
百
三
十
九
人

（
京
都
新
聞、

第
十
八
琥、

明
治
五
年
壬
申
二
月
）

百
十
二
人

京
都
府
立
悛
科
大
学
中
央
脳
書
館
蔵

京
都
中
諮
師
ノ
流
派
ヲ
御
取
調

西
洋
瞬
流

日
本
近
世
英
學
史、
―
-
JL
五
頁、

昭
和
十
六
年
十
月
十
六
日

「
壬
申
日
記」

明
治
五
年
十
月
九
日
記

「
壬
巾
日
記」

明
治
五
年
十
一

月
＋
i

-

日
記

「
壬
申
日
記」

明
治
丘
年
十
月
朔
日
記

従
明
治
元
年
至
同
七
年、

京
都
府
史、

別
部
外
國
交
渉
類、

第
二
、

京
都
府
厖
文
占
課
城

重
久
篤
太
郎
著

西
洋
支
那
折
衷

柏
田
・

豊
橋
苦

百一＿
平＇
五
人

二
百
九
十
二
人

昭
和
十
年
十
二
月
二
日、

京
都
府
立
諮
科
大
學
回
顧
座
談
會
記
録、

中
央
闘
害
館
蔵

七
七

「
癸
酉
明
治
六
年
日
記」

三
月
二
日
記

明
治
時
代
京
都
臨
事
年
表、

日
本
悩
史
學
維
誌、

百
i

一
百
八
十
九
琥
ー
百
i

一
百
九
十
三
琥、

自
昭
和
十
六
年一＿一
月
哨
昭
和
十
六
年
ヒ
月

ワ
グ
ネ
ル
他、

年
表、

大
正
十
四
年
一

月
廿
八
日

小
泉
家
は
市
内一一一
條
占
川
町一＿一
條
下
ル
ニ
十、

榮
品
器
械
商
を
営
ん
で
お
り、

親
族
に
三
條
古
川
町
織
田
薬
局
が
あ
る、

先
代
織
III,
r
一

郎
は
粟
田
口

寮
病
院
の
創
設
に
奔
走
し
た
人
で、

詳
細
は
田
中
緑
紅
岩
明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁、

七
0
頁
に
あ
り

。

木

歴
町

療

病

院

時

代



(61 ) 

l'.\ -→ -h, 
丘：」 予； F-1f,

大阪令密局開講式

今
度
本
埠
八
十
年
史
編
謀
に
あ
た
っ
て、

そ
の
認
慎
を
是
非
と
も
入
手
し
た
い
と
思
い、

小
泉
家
に
お
願
い
し
て
み
た
り、

或
は
昭
和
廿
九
年
一
月
廿

――-
H
の
毎
日
新
間
で
世
間
に
呼
び
か
け
て
み
た
り
し
た
が、

何
等
の
下
應
も
な
か
っ
た
（
そ
の
頃
療
病
院
腿
係
の
葛
屈
師
は
八
坂
神
社
坑
内
の
鎌
田・
水

京
都
府
立
焙
科
大
學
八
十
年
史

弼
で
あ
っ
た）、
由
絡
を
誇
る
他
の
大
浮
で
は、
こ
う
し
た
記
念
蹂
屈
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
の
に、

本
厚
で
見
訴
ら
な
い
と
云
う
こ
と
は
軍
ね
重
ね
残
念
で
あ
る、
い
つ
も
侃
立
記
念
琥
の
谷
頭
を
飾
つ

て
い
る
粟
田
口
療
病
院
の
表
門
ー
ー
府
連
院
の
長
屋
門—

ー
の
邸
慎
の
如
き
も、
正
に
屑
屋
に
固い
ら

れ
よ
う
と
し
た
山
積
み
の
反
古
の
中
か
ら
取
り
返
し
た
も
の
で、

今
私
の
害
齋
に
か
け
て
珍
蔵
し
て

か
よ
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら、

た
と
え
党
時
の
人
が
大
切
に
保
什
し
た
と
し
て
も、

後
枇
心
の
な
い

人
逹
に
よ
っ
て、
い
つ
の
ま
に
か
無
く
な
っ
て
了
う
も
の
で
あ
る、

膝
束
こ
う
し
た
も
の
に
附
す
る

配
感
を
ひ
と
し
お
希
望
し
て
止
ま
な
い

窮
箕
の
見
常
ら
な
い
今
H、

明
治
二
年
の
几
月
刑
Fl、

第一――
け回
等
堺
校
が
大
阪
城
の
西、

大
手
町
で

令
密
屈
と
し
て
初
め
て
開
講
し
た
時
の
邸
団
を
滲
考
と
し
て
見
て
買
え
ば、

お
よ
そ
の
想
像
が
つ
く

だ
ろ
う
と
思
う、

教
頭
の
ハ
ラ
ク
マ
(
k
g
n
raa
d
\\'
ol
ter
 G-
rata
m
a)
を
閲
ん
で、

府
の
お
役

人
は
狩
仮
直
垂
姿
に
大
小
を
手
ば
さ
み、

中
に
は
袢
服
に
勾
jJ
し
て
い
る
人
も
あ
る
（
第一
詈1
咋
學

校
創
立
七
十
周
年
グ
ラ
フ、

昭
和
十
四
年
几
月
一
日
）

と
こ
ろ
が
「
栢
畑
勝
太
郎
引
他」

の一――
ト
一
頁
に
右
の
窃
箕
と
詞
一
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
お
り、

そ
れ
の
説
明
に
「
明
治
初
年
の
京
都
府
行
貝」

と

あ
る、

か
よ
う
に
大
阪
令
術
屈
開
講
の
日
の
記
念
窮
団
が
ボ
都
府
の
も
の
と
誤
他
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら、

或
は
小
泉
氏
も
同
一
の
認
匝
を
持
つ

て
い
て、

そ
れ
を
京
都
療
病
院
閲
院
式
の
も
の
と
誤
認
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

い
る。

七
八
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木
片
町
療
射
院
時
代

中
野
操
苦

閃
諏 、
第
六
眺 、
二
四
0
頁 、
昭
和
十
五
年
九
月一
日

京
都
新
報 、
第
廿
三
琥 、
明
治
れ
年
十一
月
十一
日
（
水
曜
日）
及
び
京
都
新
報
第
廿
四
跳 、
明
治
五
年
十
月
ト―――
日
（
金
曜
日）
出
公
路
敬
骰
氏
蔵

斉
野
弘一
「
半
井
澄
我
の
根
病
院
談」
東
京
陵
事
新
誌 、
i

-

社
1
0
J© 、
ご
九
頁 、
昭
和
i一
年
二
月
廿
五
日

淮
南
詩
存 、
巻
頭
窮
屈 、
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
二
日

大
矢
全
節 、
京
都
療
病
院
治
療
則 、
中
外
幣
事
新
報 ‘
―
ニ
ニ
六
琥 、
四
七
二
頁 、
昭
和
十
年
十
二
月

「
壬
申
日
記」
明
治
虹
月
九
月
二
十
六
日
記

頂
久
篤
太
郎 、
京
阪
を
中
心
と
し
た
明
治
文
化
と
西
洋
人 、
同
志
社
裔
商
論
殻 、
第
十
万
輯 、
一
0
0
頁 、
昭
和
十
二
年
十
月
二
十
日

世
界
文
藝
大
僻
典 、
第一＿一
径 、
四
九
五
頁 、
昭
和
十一
年
八
月

薩
代
禎
呻 、
京
都
に
於
け
る
獨
乙
語 、
獨
乙
語
堺
維
誌 、
第
十
i一
谷
第
八
戟 、
三
九一
頁 、
明
治
四
十
三
年
四
月

京
都
府
立
諮
科
大
學
巾
央
け
害
俯
蔵

大
矢
全
節
著

世
界
泌
尿
器
科
學
史 、
四
五
廿
頁
（
泌
尿
器
科
mナ 、
第一
春 、
第一
朋） 、
昭
和
十
三
年
十ー一
月
h
日

七
九

明
治
時
代
京
都
骰
事
年
表 、
日
本
問
史
序
雑
誌 、
千
二
百
八
十
九
眺
ー
ー

千
二
百
九
十―――
就 、
自
昭
柑
十
六
年
i

l一
月
全
昭
和
十
六
年
七
月

ヨ
ン
ケ
ル
と
同
じ
頃
束
ポ
諮FHr
校
に
い
た
ウ
エ
ル
ニ
ヒ
\V
e
ruich
(
内
科
教
師）
や
ヒ
ル
ゲ
ン
ド

ル
フ
Hilgendo
rf
(
励
柏
物
教
師）
は
日
本
の

卑
生
か
ら
布
能
な
る
諮
師
は
出
な
い
と一
ぞ
う
た
か 、
ベ
ル
ツ
に
は
全
く
そ
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と一
ム
つ
て
い
る
（
ベ
ル
ツ
の
「
日
記」
i一
几
頁）

ベ
ル
ツ
の
「
日
記」
―
一
九
頁

た
に

か
（

や

た
に
よ
う
け
い

谷
赫
也 、
下
京
麿
第
四
悩
東
洞
院
四
條
上
ル
阪
東
屋
町
に
住
し
た
町
院
谷
幌
卿
ー＇

明
治
八
年
八
月
九
日
に
府
に
附
し
て
晰
病
院
の
創
設
を
上
巾
し
た

人
（
府
史 、
第
二
篇
衛
生
類 、
第
四 、
療
病
院一
件 、
府
文仕口
課
蔵）
の
娘
で
あ
っ
て 、
リ
ュ
ウ
ド

ル
フ
・
レ
ー

マ
ン
に
つ
い
て
獨
辿
語
を
修
め 、
明

治
十一
年一一一
月 、
廿一
オ
の
時
レ
ー

マ
ン
の
仲
介
に
よ
っ
て
シ
ョ
イ
ベ
と
紀
婚
し
た 、
そ
し
て
明
治
十
二
年
四
月
に
一
女
を
価
け
た 、
幼
名
谷
ハ
ル 、



し
て
い
る
と
云
う
の
で 、

昭
和
廿
九
年
六
月
廿

五
日
に 、

こ
の
老
婆
を
探
し
あ
て
仝
訪
問
し
た 、

三
條
粟
山
口
三
條
坊
町
四
0 、

八
木
敏
氏
の
母
で

新
村
出
問
士
の
親
戚
に
あ
た
る 、

名
は
八
木
き
み
で
明
治
五
年
六
月
廿
四
日
生
れ 、

木
年
八
十
三
オ 、

七
オ
の
時
に
琴
の
桔
古
か
ら
の
か
え
り

道
で

溝
蓋
に
渡
つ
ま
づ
い
て
右
の
頻
を
打
ち 、

そ
こ
か
ら
右
頻
面
が
膨
れ
さ
が
り 、

同
時
に
耳
が
遠
く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る 、

母
者
人
が
心
配
し
て
毎
日

一

緒
に
人
力
車
で
粟
田
口
ま
で
通
い
霞
氣
治
療
を
受
け
た 、

常
時
の
住
い
は
堀
川
通
出
水
の
角
で
米
殻
商
を
料
ん
で
い
た 、

そ
し
て
療
病
院
が
廣
小

路
に
移
つ
て
か
ら
も
通
い

、

ま
る
三
年
間
殆
ん
ど
毎
日
治
療
を
受
け
た
そ
う
で
あ
る

ヨ
ン
ケ
ル
に
診
て
も
ら
っ
た
と
云
う
の
は
嘘
で 、

シ
ョ
イ
ベ
時
代
の
こ
と
で
あ
る 、

し
か
し
老
女
は
一

回
も
鉗
人
に
診
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
と
云
つ

て
い
る 、

い
ろ
い
ろ
培
ね
て
み
た
が 、

療
病
院
の
概
隈
だ
け
で 、

大
し
て
得
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た

松山節子

京
都
府
立
緊
科
大
學
八
十
年
史

赫 也

-
、

W
g
ks
ter
n

喫

一
、

粟
田
口
の
根
病
院
で
ヨ
ン
ケ
ル
に
診
て
も
ら
っ
た
と
云
う
老
婆
が
宵
迎
院
の
近
く
に
今
な
お
健
在

餡
蔵

大
日
本
じ口
史 、

京
大
闘
湛
伯
蔵

一
、

赤
星
軍
次
郎
桐
「
点
都
府
江
閥
科
大
學
泊
革
に
躁
す
る
索
引」

其
他
の
須
要
な
文
献

一
、

隊
井
尚
久
苦

四
＝＝
就 、

廿
二
頁 、

昭
和
十
五
年――一
月
十
万
日

一
、

京
都
府
数
育
史 、

上 、

三
ヒ

孔
頁 、

昭
和
十
万
年
十
月

京
都
府
立
賢
科
大
學
中
央
闘
占

後
に
松
山
家
を
招
い
で
簡
と
改
名
し 、

現
在
も
平
つ
て
牡
健
で
あ
る 、

市
内
東
山
麿
新
門
前
通
大
和

大
路
束
入
中
之
町
三―一
六
に
住
す
る 、

帖
主
Xlrr
一

氏
の
団
で
あ
る 、

栴
年
七
十
六
才

刀
自
に
も
の
を
聞
く
會」

京
都
府
立
賂
科
大
半
中
央
岡
甚
俯
蔵）

維
新
よ
り
明
治
初
年
に
か
け
て
の
京
都
大
阪
に
於
け
る
閾
厚 、

今
月
の
臨
床 、

三

八

〇

（
「
松
山
簡
子


